
建 設

第 六 編

一



工

事
中

の

目

蒲

線

（
其
一
）

同

上

（
其
二

）

工

事

中
の
目
蒲
線
田
園

ス

タ
ン
ド
附
近

現
在
の

ス
タ

ン
ド
附
近



竣功の高島山隧道

矢野恒太氏筆

多摩川橋梁架橋工事

高島山
隧道工
事起工
式



第
一
章

土

木

第
一

節

線

路

電
車

営

業

線
路

の
出

願
、

免
許

其
他

の
沿

革
及

び
開

業

に
就
て

は

大
体

第
一

編

に

於
て

述

べ
た

の
で
、

本
節

に

於
て

は
、

免

許
出

願
よ

り
工

事

の
完
成

ま
で

の
過

程
を

各

線
路

別
に
一

表
に
纒

め
て

を
く

事
と

す

る
。

一
、

目

蒲

電

鉄

所

属



二
、

旧

東

横

電

鉄

所

属

三
、

前

池

上

電

鉄

所

属



四
、

前

玉

川

電

鉄

所

属

第

二

節

線

路

工

作

物

一
、

軌

道

（

イ
）

定

規

建

築
限

界
及

び
車

輛
限
界

は
第
一

図

の

如
く
、

土
工

定

規
は

第
二

図

の
通
り
で

あ

る
。



（
ロ
）

軌

道

構

造

軌

条

及

び

附

属

品

建

設
に
当

っ
て

は
、

主

と
し
て

三

〇

瓩
第
三

種
、

長
一

〇

米
○
五

八

軌

条
を

採
用

し

た
。

併

し
、

二
子

線
に
は

三

七
瓩

長
五

米
乃

至

七
米

の
短
尺

軌

条

を
、

三

本
乃

至
四

本

「
テ

ル
ミ
ッ

ト
」

熔

接
し
、

自

由
丘
・

尾

山
台

間

の

軟

弱
地

盤
に

敷
設
し

た
。

池
上

線

は
、
三

〇

瓩
、
三

七

瓩
両

軌
条

が
採
用

さ
れ
、
一

部

に

は
三

〇

瓩
第
二

種

軌
条

が
使
用

さ

れ
て

居

た

の
で
、

合

併
後
三

〇

瓩
第
三

種
軌

条
に
更

換
し
、

車
庫

線

に
は
一

部

二
五

瓩
軌

条

を
用

ひ
た

が
、

昭

和
十
二

年
、

全
部
三

〇

瓩
第
三

種
に
更

換
し

た
。

玉
川

線
は
、

砧

線
二
五

瓩
で
、

他

は
三

〇
瓩
、

三

七

瓩
、

四

五

瓩

高
T

型

軌

条

等
各

種
採
用

さ

れ
た
。

枕

木

枕
木

の
配

置
標

準
は

第
三

図

の
通
り
で

あ

る
。

建
設

当

時
は
幅

一

八
糎

の

も

の

を
使
用

し

た

が
、

昭
和
八

年
以

降
二

〇

糎
に

変
更

し
、

腐
朽

す

る
都
度

之
に

更

改
補

填
し

た
。

ま
た
玉

川

線
に

於
て

は
合

併

後
、

長
二

米
四

の

も

の
を

軌
条
継

目
に

使

用
し
て

線
路

の
補

強
に

努

め
て

ゐ

る
。

材
質

は

昭
和
五

年
頃

迄
殆

ど
栗

材
の
み

で

あ
っ

た

が
、

追
々

払
底

す
る

に
及

び
、

漸

次

「
ナ
ラ
」「
ヒ

バ
」

材

を
補

充
し
、

現
在
で

は

「

ブ
ナ
」

の
防
腐

材

を

も
使
用

し
て

居

る
。

尚

橋
梁

並
に

転

轍
器
に

は

「
ヒ
ノ

キ
」
「

ヒ
バ
」

を

使
用

し
、

辺

材

の
大

な
る

も
の

は
防
腐

剤

を
注
入

す

る

こ

と
に

し
て

ゐ

る
。



枕 木 配 置 表 （ 第三図）

備 考 ◎ 印 ハ標準配置台数 ヲ示ス．



道

床

道
床

砂
利

は
、

会

社
直

営
採

取

の
多

摩
川

産
を

使
用

し
て

居

る

が
、

昭

和
十
一

年
、

新
丸
子

採

取

場
に

「
ク
ラ

ッ

シ
ャ

ー
」

を
設

置
し

玉
石

を

砕

い
て
、

道

床
に

補
充
し

て
居

る
。

継
目

並
に
分

岐

器
附

近

の
強

化
の

た

め
、

昭

和
十
四

年
度
よ

り
一

部
花

崗
砕
石

を
使
用

し
た
。

分

岐

器

分

岐
器

は
、

主
と
し

て

軌
条

製
で
、

本

線
に

は
八
番
、

十
番

を
、

側

線
に

は
六
番
、

八

番

を
敷

設
し
、

玉

川

線

に
は

「
マ

ン
ガ

ン
」

鋼

製

を
使
用

し
て
居

る
。

二
、

踏

切

各

線
の
現

在

踏
切
数

及

び
保

安
設
備

状
況

は

次
表
の

通
り
で

あ
る
。



踏

切

遮

断

機

一

般
に

使
用

さ
れ
て
居

る

踏
切
遮

断
機

は
開

放
角

度

が
少

い
た

め
、

踏

切
の

交
通

を
阻

害
し

遮
断

桿

の
折

損

事

故

多
く
、

修
繕

も
容
易
で

な

い
の
で
、

昭

和
九

年
、

垂
直

に

開
放

す
る
様

設

計
し

操

作

も
非
常

に
楽

な

も
の
に

改

造
し

た
。

尚

交

通
量

が
増

加
し
遮

断

桿
を

持
上

げ
潜

る
危

険
を

防
止

す

る
た

め

昭
和

十
五

年
、

遮

断
桿
鎖

錠

安

全
器
を

考
案
し

た
。

踏

切

合

図

表

示

灯

一

般
に

使
用

さ

れ
て
居

る

踏
切

合
図
用

と
し
て

の
白
色

旗
、
白

色
油

灯
は

種
々
欠

陥

が
あ

る
の
で
、
昭

和
十
一

年

グ
イ
ラ

イ

ト
電
球
を
X

字

型
に

組
合

せ
た

表
示

灯
を

考

案
し

全
線
に

実

施
し

た
。

こ

れ

は
遮

断
器

を

閉

鎖

す
る
と

自
動

的
に

白

色
現
示

を

な
し
、

危

険
合
図

の

際
は
警

手

が
「

ス
イ
ッ

チ
」
を

入
れ

る
と
優

先
的
に

赤

色

現
示

を
す

る

構
造
で
、

特
種

パ
イ

ロ
ッ

ト

を
番

小
屋

内

に
設
置

し

現
示

の
確
認

が
出

来

る
様
に

な
っ
て

居
る
。

三
、

軌

道

特
種
設

計

軌

道

の
特

種
設
計

と
し
て

改
良
考

案
し

た

も
の
は

種
々

あ
る

が
、

そ
の

主
な

る

も
の

を
挙
ぐ

れ

ば
、

マ

ン
ガ

ン

鋼

製

の
代
用

と
し

て
屑

軌
条

を

加
工

し
て

設

計
し

た
護
輪

器
、

車
輪

の

接
触
部

分
に

鉄

鈑

を
取

付

け
護
輪

軌
条

の

耐
久

年
限

を
延
長

ず

る
様

考
案
し

た

鉄
鈑
付

横
倒

式
護

輪

軌
条
、

併
用

軌
道

敷
鋪

装

方
法
、

併
用

軌

道
に

於
け

る

継
目

防

護
凾

等
で

あ
る
。

廃

品

利

用



昭
和

七

年
か
ら
同

十

年
に

至
る

期
間
は

全
線

の
軌
道

材
料

が
更

換

補

修
の

週
期
に

達

し
て

居

た
に

不

拘
、

一

方

車

輛
の

重
量
、

運

転
回

数
、

運

転

速
度

等
は

遂

年
向

上
す

る

の
み

で
、

線
路

保
守

の
最

も
苦

し

い
時
代

で

あ
っ

た

の
で

軌
条
及

附

属
品

の
更

生
利
用

を
初

め
廃

品
の
活
用
、

諸
材
料

の

寿
命

延
長

等
凡

ゆ
る

方
面

に
工

夫
努

力
し

線

路

の
維
持
に

努

め
た
。

四
、

線

路

保

守

線

路
保

守
に
は
、

保
線

事
務

所

を
田

園
調

布
駅

構
内

に
設

置

し
て
居

た

が
、

昭

和
十

六

年
六

月
、

自
由

丘

構
内

に

新

築
移

転
し
た
。

保

線
事

務
所

の
職
制

系

統
は

次
表

の
通
り
で

あ

る
。

保
線
事
務
所
長

事

務

主

任

事

務

員

定

傭

手

技

術

主

任

線

路

区

長

工

事

区

長

技

術

員

線

路

助

役

線
路
工
手
長

建
築
工
手
長

線

路

工

手

軌
道
清
掃
手

踏

切

警

手

建

築

工

手

保
安
工
手
長

技

工

手

長

保

安

工

手

技

工

手

予
備
踏
切
警
手



橋梁ノ所定動荷重 （第四図）

東 横 線（鉄道）

玉 川 線（軌道）

五
、

橋

梁

（
イ
）

所

定

動

荷

重

橋

梁

の
所

定
動

荷
重

は
、

第
四

図

の
通
り

四

軸

聯
結
「

ボ

ギ
ー
」
五
三

瓲
三

輛
聯
結

運
転

で

あ
る
。

池

上

線
は
、
「
ク
ー

パ
ー
」
荷

重
E

二

三

を

採

用
し
て

建

設

さ
れ
た

が
、
合

併

後
、
前
記

の

か
定

動
荷

重
に
変

更

統
一

し
、

玉

川

線
は

軌

道

の
た

め
所
定

動

荷
重

を
制
定

し
て

居
な

っ

た

の
で
、

合
併

後
、

四

軸

聯
結
「

ボ
ギ
ー
」
三

瓲

二

輛
聯

結
荷

重

を
所
定

動

荷
重

と
し
て

制

六
定

し
た
。

（
ロ
）

特

種

橋

梁

橋
梁
構

造
上

特

種

な
も
の
を

摘
記

す
れ

ば

省
山
手

線
横
断

跨

線
橋
、

多
摩
川

橋

梁
、

鶴

見
川

橋

梁
、
東

白
楽
橋

梁

（
第
五

図
）
、

東
海



道
線
跨
線
橋
梁
（
第
六
図
）、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
陸
橋
、
帷
子
川
橋
梁
、
目
黒
川
橋
梁
、
目
蒲
線
交
叉
橋
梁
（
第
七

図
）、
省
線
乗
越
橋
梁
等
で
あ
る
。

省
山
手
線
横
断
橋
は
「
ポ
ニ
ー
ナ
ラ
ス
」
及
び
下
路
鋼
板
桁
を

採
用
し
、
橋
台
、
橋
脚
共
鉄
筋
混
凝
土
造
で
、
橋
桁
架
設
の
際
は

支
保
工
だ
け
を
鉄
道
省
に
委
託
し
た
。

多
摩
川
橋
梁
に
つ
い
て
は
構
造
内
容
等
は
省
略
す
る
。

鶴
見
川
橋
梁
は
鶴
見
川
に
架
設
し
た
も
の
で
、
下
路
及
上
路
鋼

鈑
桁
で
あ
る
。

東
白
楽
橋
梁
は
、
復
興
局
計
画
第
五
号
路
線
と
の
立
体
交
叉
改

良
に
際
し
架
設
し
た
も
の
で
、
道
路
と
の
交
叉
角
度
が
小
な
る
た

め
、
線
路
に
直
角
な
横
桁
を
歩
車
道
の
境
界
に
橋
脚
を
設
け
て
支

持
し
、
上
路
鋼
板
桁
を
添
架
し
、
昭
和
五
年
十
一
月
竣
功
し
た
。

省
東
海
道
線
号
線
橋
梁
は
、
省
東
海
道
線
と
横
浜
駅
附
近
で
交

叉
す
る
為
め
架
設
し
た
も
の
で
、
二
五
度
と
云
ふ
急
角
度
の
上
、

地
形
上
一
六
〇
米
半
径
の
急
曲
線
の
た
め
、
設
計
と
し
て
特
種
な

も
の
で
あ
る
。

工事中当時の東白楽橋梁



（ 一 其） 大 井 町 線 高 架 橋

（二 其） 同 上



（第拾図）

ラ
イ

ジ

ン
グ
サ

ン
陸
橋

は
東

海

道
線
続

き
の
横
浜

寄
に
架

設

し
た

も
の
で
、

元

ラ
イ

ジ

ン
グ
サ

ン
石

油

会

社

の
敷

地

を
買

収
使
用

し
た

の
で

斯

く
名

づ
け

た

の
で

あ
る
。

尚

帷
子
川

橋

梁

は
右
橋

梁
に

連
続

し
て
、

帷
子
川

に
架

設
し

た

も

の
で

あ

る
。

目

蒲
線

交
叉

橋
梁

は
二
子

線
建
設

に
当

り
、

目
黒

線
と

の
交
叉

箇

所
に
、

架
設

し

た

も
の
で

あ
る
。

省

線
乗

越
橋

梁
は

池
上
電

鉄

が
五

反
田

駅
で
目

黒

川

及

び
省

線
を

横
断

の
た

め
架

設
し

た

も
の
で

あ
る
。

六
、

高

架

橋

当

社
で

採
用
し

た

高
架

橋

は
、

総
て

鉄

筋
混

凝
土

造
剛
節

框
構

で

あ
る
。

該
型
式

の

特
徴
は

使
用
用

地

の
節

約
、

橋
下

空
間

の
利
用
、

都
市

の

美
観

保
持

並

に

噪

音
、

振
動

の
尠

い
事

等
で

あ
る
。（
第
八
、

九
図

参
照
）

七
、

隧

道



当

社

線

の

隧

道

は
、

東

横

本

線

に

二

箇

所

あ

る
。

渋

谷

（
代

官

山
）

複

線

馬

蹄

形

混

凝

土

塊

積

昭

和

二

年
八

月

竣

功

高

島

山

複

線

馬

蹄

形

混

凝

土

塊

積

大
正
一

五

年
二

月

竣

功

（
第
拾

図
参
照
）

第
三

節

改

一
艮

工

事

建
設
当

時

は
営

業
成

績
未

定

の
た

め
、

信
用

程
度
低

く
何

れ

の
鉄
道
で

も
新
線

建
設
に

は
事

業
資

金

の
調

達
に

相
当

苦

労

す
る

の

が
通

例
で

あ
る
。

当

社
に

於
て

も
こ

の
点
に

留

意
し

建
設

費
を
極

度
に

切
詰

め
、

開
業

後
営
業

成

績

の
向
上

を
俟
て

改

良

す
る

方
針
を

取
っ

た
。

従
っ
て

改
良

を
見

越
し
て

不

充
分

な
間
に

合
せ

設
備
で

営

業
開

始

を

急

い
だ

の
で
、

所
謂

拙

速
工

事
に

起
因

す
る

改
良

や
、

沿
線

の
情
勢

変
化
に

対

応
す

る
各

般
の
改

良
工

事
を

全

線
に
亘

っ
て

施

行
し

た
。

改

良
工

事

の
主

な
る

も
の

を
種
別

す
る

と
軌

道

改
良
、

線
路
変

更
、

停
車
場

改
良
、

立
体

交
叉

改
良

等
で

あ
る
。

一
、

軌

道

改

良

各

線
共
、

営

業
開

始

後

の
沿

線
の
発
展

は
、

予

想
以

上

の
急

角
度

を
以
て

向

上
し
、
乗

客
数

は
、
日
を
逐

ふ
て

激



増

の
一

途

を
辿
り
、

車

輛
は
新

造

毎
に

大
型
と

な
っ

て

重
量

を

増
加
し
、

そ

の
聯

結
輛
数

の

増
加
、

運

転

速
度
の

昂

上
、

通
過

回
数

の
増
加
等

に

依
っ

て
、

建

設
当

時

の
軌
道

構
造

で

は
到

底

運
転

の
安

全
を
期

し

難

い
の
で
、

幾

多

の
改
良

を

行
ひ
目

下

も
尚

着
々
施

行
中

で

あ
る
。

（
イ
）

軌

条

重

量

変

更

軌
条

重
量

変
更

は
、

昭

和
十
一

年
十
一

月
、

東

横
本

線
よ

り
工

事
に

着
手

し
、

昭
和
十
三

年
五

月
迄
二

箇

年
半

に
亘
っ

て
、

東

横

本

線
及

び
目

黒

線
の
目

黒
、

多

摩
川

園
前

間

を
三

七
瓩

軌
条

に
更

換
し

た

が
、

支
那

事
変

勃
発

す

る
に

及

び
、

本
計
画

は
一

時
頓

挫
し

た
。

し

か

し

軌
道

強
化

の

必
至

な
る

を
力

説
し

た
結
果
、

鉄
鋼

の
割
当

を

受

く

る
を

得
、

昭

和
十

五

年
一

月
、

目

黒

線

（
多

摩
川

園
前
・

蒲
田
間
）

の

残
部

の
工

事
に

着
手
し
、

そ

の
大
半

を

完
了
、

現

在
引

続

き
施

行
中
で

あ
る
。

玉
川

線

に

於
け

る

渋
谷
・

玉
川

間

の

併
用

軌
道
区

間
の
路
面

は
、

砂
利

鋪
装

で
建

設

さ
れ

た

が
、

花

崗
石
板

舗

装

及

び
乳
剤

鋪
装
に

改

良
す

る
と

共
に
、

道
玄
坂

上
・

上

馬
間
三

粁

六
五
五

に

亘
り
、

軌
条

を
三

七
瓩

軌
条
に

更

換
し

た
。

然

る
に
、

其

後
昭

和
八

年
に

至
り
、

都

市

計
画

事
業

道
路

拡
張
工

事
に
伴

ひ
、

道

玄
坂

上
・

大
坂

上
間

延
長
一

粁

○
一

の

軌
道

を
、

新

設

道
路

の
中

央
に

移
設

す
る
と
同

時
に
、
軌
条

を
高
T

型
四

五

瓩
軌

条
に

変
更
し
、

こ

の
為

め
に

生
じ

た
発

生
品

其
他

を
以
て
、

真
中

附

近
を
三

七

瓩
及

び
四
五

瓩

軌
条

に
更

換
し

た
。

道
玄
坂

上
・

渋
谷

間

の
専
用

軌

道
区

間

ば
、

三

〇

瓩
軌

条

を
用

ひ

て
居

た

が
、

玉
電

ビ
ル
新

築
に
伴

ふ

渋
谷

停

留
場

改
良
工

事
に

依
っ

て
、

三

七

瓱
軌

条
に
変

更
し

た
。



（
ロ
）

本

線

土

留

工

切
取
・

盛
土
区

間

の
線

路
は

拙
速
工

事

が
災
し
、

水
害

で

数

度
の

被
害

を
蒙

っ
た
。

被

害
箇

所
は

復
旧

工

事

と

共
に

改
良

を
施
し

た

が
、

全

線
に
亘
っ

て

法
面

防
護
工
、

土

留
工

等

を
施

行
し
、

建

設
当

時

の
弱
点

を
補

ひ
て

保

安

の
向
上
、

災

害

の
根

絶
に

努

め
た
。

（
ハ
）

複

線

改

良

（
玉
川

線
）

三

軒

茶
屋
・

用

賀

間
は

単

線
で

建

設

さ
れ
た

が
、

用

賀
・

玉
川

間

の
新

線
路

延
長

工

事
と

共

に
、

全

線
の
複

線

工

事

を
左

表
の
通

り

施
行
し
、

同

時

に
軌

間
一

米

○
六
七

を
一

米
三

七
二

に
変

更
し

た
。

（
ニ
）

軌

道
中

心
間
隔

拡
張

玉
川

電
鉄

合

併

後
、

輸

送
力

拡
充

の
た

め
、

大
型

車

輛

を
運
転

す
る
に

伴

ひ
、

規
定

の

車
体
外

幅
員

を
保
持

す



る
為
め
、
従
来
の
曲
線
中
一
部
軌
道
中
心
間
隔
を
拡
張
し
た
。
拡
張
曲
線
総
延
長
一
、三
四
五
米
、
工
事
費
六
八
、

三
六
四
円
、
昭
和
十
四
年
四
月
着
工
し
て
、
同
年
十
月
竣
功
し
た
。

（
ホ
）
地
中
管
路
電
気
絶
縁
防
護
工
（
玉
川
線
）

電
車
線
の
磨
耗
防
止
、
故
障
減
少
並
に
電
力
損
失
、
電
圧
降
下
を
防
止
す
る
た
め
、
架
空
複
線
式
を
単
線
式
に

変
更
す
る
に
及
び
、
軌
条
を
電
気
回
路
と
す
る
た
め
、
金
属
製
地
中
管
路
に
絶
縁
防
護
工
を
施
行
し
た
。

二
、
線

路

変

更

用
地
買
収
の
困
難
、
工
事
費
節
約
及
び
工
期
短
縮
等
の
た
め
、
曲
線
勾
配
等
を
理
想
的
に
建
設
さ
れ
て
ゐ
な
い

箇
所
を
改
良
し
、
乗
心
地
を
快
適
な
ら
し
め
、
速
度
昂
上
、
保
守
費
の
節
減
を
図
っ
た
も
の
で
、
特
に
勾
配
に
つ

い
て
は
起
動
、
制
動
及
び
惰
力
の
利
用
に
適
応
す
る
様
改
良
に
留
意
し
、
電
力
量
の
節
約
、
車
輛
、
軌
条
の
損
傷

防
止
に
努
め
た
。（

イ
）
曲

線

変

更

建
設
当
初
の
欠
陥
を
除
去
す
る
一
方
、
運
転
速
度
昂
上
に
伴
ひ
、
速
度
制
限
箇
所
を
除
去
す
る
た
め
、
急
曲
線

の
緩
和
改
良
は
、
相
当
困
難
で
あ
る
が
、
高
速
運
転
に
対
処
す
る
為
め
、
曲
線
半
径
は
少
く
と
も
三
〇
〇
米
を
最

小
な
ら
し
む
る
様
、
最
近
ま
で
に
大
体
左
表
の
如
く
施
行
し
た
。



（
ロ
）

勾

配

変

更

運

転
電

力
量

の
節

約
、

踏

切
除

去
の
目

的

を
以
て

施

行
し

た

も
の
で
、

こ

の

改
良
工

事

の
大
部
分

は

多
く

立
体

交
叉

改
良

に
属

し

後
述
す

る

が
、

そ
の
好

例
と

し
て

西

小

山
駅

改
良
工

事

を
略

記
す

る
。



西小山停車場改良工事平面図． （第拾壱図）

全上新旧対照線路縦断面図．

西

小
山
駅

改
良
工

事

西

小
山

駅
は

第

十
一

図

の
如

く
目

黒
蒲
田

両

方

面

か

ら
下

り
込

勾

配

の
谷

底
に

設
置

さ
れ

た
の
で

電

車

の
起

動
、

停
止
共
、

電

力

の
消

費

が
大

き
く
、

且
駅

附
近

の
発

展
に

伴
っ

て

構
内

及
目

黒
寄

踏

切

の
保

安
対

策

も

必
至

と

な
っ

た
為
、

地
下

道
設

置
、

線
路
扛
上

の
比
較
調

査
の
結

果
、

線

路

を
駅
構

内

で

二

米
四

扛
上

し

停
車
場

を

勾
配

の
頂

点

に
し

た
、

と

同
時

に
折

返

専
用

線
を

設
け

起

動
電
力

の
節

約

を
図

っ

た

も
の
で

あ
る
。

是

れ
は
営

業

費
節

約
を
目

的
と

し
て

線
路

の

勾

配

を
変

更
し

た
最

初

の
試
で
、

昭
和
十

年
三

月

の

竣

功
で

あ
る
。

工

事
中

は

線
路
下
へ

土

砂
を
填

充

し
、

除

々
に
昂

上

す
る

方
法

を
取
り

仮

線
を
用

ひ

ず
施
行
し

た
。

本

改
良
に

依

る
営

業
費
節

約
額

は

略

次
の
通

り
で

あ
る
。



改

良

工

事

費

三

〇
、五

〇
〇
円

営

業

費

節

約

額（
年
）

七
、四

〇

〇
円

改
良
費
に
対
す
る
利
益
率（
年
）

二

割

四

分

五

厘

右
の
外
、

電

力

量
節

約
の
為

め
、

大
岡

山
・

奥
沢

間
、

大
倉

山
構

内

の
勾
配

変
更
工

事

を
施
工

し

た

が
、

大
倉

山

構

内
は

地
形

上
横
浜

へ

向
ひ
、

千
分

之
一

〇

の
勾
配

中

に
建
設
し

た
の
で
、

同

駅

地
下

道
新

設
工

事

に
伴
っ

て
、

上

り

線
の
み

停
車
区

間

を

水
平

に

改
良
し
、
起

動
電

力

の
節
約

を
図
っ

た
。

三
、

停

車

場

改

良

停
車
場

の
配

線
変

更
、

乗
降

場

の
拡
張
、

本

屋
及

び
上
家

の
増

改

築
等
は

開
業

後
相

次

い
で

施
工

し

た

が
、

今

日

に
於
て

も
、

尚

停
車
場

改
良

は
未

完
成
で
、

着

々
と

計
画

又

は
施

行
中
で

あ

る
。

（
イ
）

地

下

道

設

置

構
内

踏
切

を
除

去
し
、

保

安
並
に

運
転

の
円

滑

を
計

る
目

的
で

設
置

し
た

も

の
で

あ
る

が
人

件
費

の
節

約
を

特

に

考

慮
し

設
計
し

た
。

現
在

迄
に

新

設
し

た
駅
は

左

表

の
通
り
で

あ
る
。



（
ロ
）

跨

線

橋

設

置

地
下

道
と
同

様
、

保
安

上
及

び

構
内

踏

切
除

去

の
目
的

で

施
行
し

た

も
の
で
、

東

横

本
線
に

六

個
所
、
目

黒

線
、

大

井
町

線
に

各
二

個
所
あ

る
。

（
ハ
）

車

庫

線

増

設

当

社
の

車
庫

線
は

次
の
通
り

で

あ

る

が
数

次
に

亘
っ

て

増
設

改

良
を

施
行
し

た
。

今
ま
で

に
、

車
庫

線

の
増
設

を

施

行
し

た

も
の
は

左

の
通
り
で

あ

る
。

元

住

吉

車

庫

（
東

横

本

線

用
）

奥

沢

車

庫

（
目

黒

線

用
）

自

由

ヶ

丘

車

庫

（
大

井

町

線
）

雪

ヶ

谷

車

庫

（
池

上

線
）

大

橋

車

庫

（
玉

川

線
）

（
二
）

配

線

変

更

配

線
変
更

は
、

各

種

の
改
良
工

事

と
同

時
に

施

行
し

た
も

の

が
多

い
。

左

表
は

建
設
当

時
と
、

配

線

を
異

に

す

る
駅

名

を
列

記

し

た

も
の
で
、
亘

り

線
及

び
側

線
撤

去
は

昭

和
十
三

年
、

貨

物
貨

車
運

送

を
自
動

車
輪

送
に
変

更
し

た

結
果
不

必
要

と

な
っ
た

為

め
、

保
守

費

並
に
運

転
事

故

軽
減

の
目

的

で

施

行
し

た
も

の
で

あ
る
。





菊

名
省

社

連

絡
線
路

鉄

道
省
と

社
線
と

の
貨

車
直

通
運

転

の
為

め
、

昭

和
二

年
、

省

社
両

線
接
続

線

路
を

敷
設
し

た
。

（
ホ
）

乗

降

場

延

長

建

設
当

時
は
、

各

線
共

単
車
運

転

の
計
画
で
、

乗

降
場

を

築
造
し

た

が
、

現
在
で

は
東

横
本

線
を
三

輛
分

（
六

〇

米
）

に
、

目

黒
、

大

井
町
、

池

上

の
各

線
は
二

輛
分

（
四

〇

米
）

に

改
良
し

た
。

併
し

目

黒

線
は
目
下

三

輛
分

に

延
長
工

事

施

行
中
で

あ

る
。

（
ヘ
）

停
車
場

の
新

設

及

び
廃
止

営

業
開

始

後
、

新

設
し

た
駅

は
、

工

業
都

市

（
東

横

本

線
）、
西

小

山
（
目

黒

線
）
、
北
千

束
、
尾

山
台
（
大

井
町

線
）

で
、

廃

止
し

た

も
の
は

神

奈
川

（
東

横
本

線
）
、
調

布

大
塚
、

諏
訪
分
、

新

奥
沢

（
池

上

線
）

で

あ
る
。

（
卜
）

蒲

田

駅

改

良



目

黒

線
蒲
田
駅

は
、

池
上
電

鉄

蒲
田

駅

と

省

線
と
の
間

に

挟

ま
れ
た

非

常
に

狭
隘

な
地

域
に

建
設

さ

れ
た

の
で
、

乗

降
場

区
間

は

辛

う
じ
て

単

線
設

備

で

開
業
し

た

の
で

昭

和
五

年
、

線
路
沿

の
東

京
市

道

を
付
け

替
へ

て
下

り

線

を

移
設

し
、

島
式

乗
降

場
に

改

築
し

た
。

然
し
こ

れ

は
本

格
的

の

も
の
と

は
言

ひ
得

な
か

っ
た

が
、

池
上

電

鉄

合

併

と

共
に
、

目

黒
・

池
上
両

線
の

繰
合

大
改

良
を

計
画

し
、

昭

和
十
四

年
七

月
着
工
、

同

十
五

年
三

月
竣

功
し

た

の

が
現

在
の

蒲
田

駅

で
あ

る
。

（
チ
）

目

黒

駅

改

良

目

黒

線
の

玄
関
口

た

る
同

駅

は
、

沿

線

の
急

速
な
発

展
に
伴

っ

て
駅

舎
、

乗

降
場

等
数

次
に
亘

っ
て

改
築

を
加

へ
、

尚
目
下

も
改

良
工

事

継
続

中
で

あ
る
。

そ
の

主

な
る
も

の
は
、

昭

和
三

年
十
二

月
、

駅

前

の
広
場

拡
張
、

昭

和
四

年
十

月
、

駅

舎
を

改
築
し
、

階

上
に

於
て
一

般
公

衆

食
堂

開
業
、

昭

和
七

年
一

月
、

乗

降
場

を

拡
張
し
て

日

用
品

販
売

マ
ー

ケ
ッ

ト

の
開

設
、

昭

和
八

年
六

月
、

構

内

横
断

の
市

道
を
付

替
へ

架

道
橋

を
新

設
し
て

運

転

の
円

滑
、

保

安

の
向

上
を
図

り
、

翌

九
年
五

月
、

構

内
配

線

を
変
更

し
て

交
叉

亘
り

線

を
敷
設
し
、

輸

送
力

拡

充
に
資

し

た

等
で

あ

る
。

然

る
に

昭
和

十
年
に

至
り
、駅
前

府

道
の
拡

張
工

事

の
た

め
駅
前

広
場

を
収

用
せ

ら

る
ゝ
に

至
っ

た

の
で
、

多

年

の
懸
案

た

る
大

改
築
を

計
画
し
、
同

十
一

年
二

月
、
工

事
費

六
七
、五

六
三

円

を
以
て

木
骨
混

凝
土

造

の
現
在

駅

舎
に

改
築
し
、

食

堂
の

拡
張
、

運
輸

課

の
街
頭

進
出

等

そ
の
面
目

を
一

新
し

た
。

然
れ

ど

も
乗

降
客

は
、

逐

年
激
増

の

一

途
を

辿
り
、

こ

れ

が
緩

和
対

策
は

必
至
と

な
っ

た

の
で
、

構
内

の

大

改
良
計
画

を
樹

立
し
、

昭

和
十
五

年
三

月
、



駅

舎
広

場
拡

張

の
た

め
、

出

札

室
の

移
転
、

改
札
口

の
拡
張

を

行
ひ
、

翌

十
六

年
四

月
、
工

事

費
三

九
、六
四

〇
円

を
以
て

省

社
連

絡
跨

線
橋

の

拡
張
工

事
を

完
了
し
、

尚
引

続

き
省

社
乗

換
客

の

た

め
、

連
絡
跨

線

橋
と
二

番

線

ホ

ー

ム
を

繋
ぐ

地
下

道

の
新
設
工

事
施

行
中

に
し
て
、

同

十
七

年

九
月
に

は

完
成

の
予

定
で

あ
る
。（
第
拾

弐
図

参
照
）

（
リ
）

渋

谷

駅

改

良

東

横
本

線
渋
谷

駅

は
、

省

線
と

渋
谷
川

に

挟

ま
れ

た
狭

隘

な
地

域
に

全
く

仮
設

備

の
程

度
で

開

業
し

た
。

併
し

駅

構
内

に
公

衆

食
堂

を
設

備
し
、

開
業

の
翌

昭

和
三

年
に
は

各

種
日

用

品

の
売

店

を
設
置

し
て
乗
降
客
の
便
に
供
し
た
。

続

い
て
同

年
十

月
、
駅

広
場

を
拡
張

す

る
た

め
、
宮

益
橋

幅
員

増
設

の

許
可

を

得
て

駅

沿
ひ

の
渋

谷
川

に

延
長
五

四

米
に

亘
り

鉄
筋

混
凝
土

覆

蓋
工

事

を
施

行
し
、

翌
四

年
六
月
、

駅

舎

を

改

増
築

す
る

と
共

に

食
堂

を
拡
張

し

た
。

併

し
東

横
本

線

の

「

タ
ー

ミ
ナ

ル

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
」

と
し
て

は

相
当

貧

弱
な

も
の
で

あ
っ

た
。

昭

和

九
年
、

沿

線
居

住
者

の
便

に
供

す

る
た

め
、

東

横
百

貨

店

を
建

設
し
て
一

階

に
広
場
、

出

改
札

等
の
駅

設

備

を
な

す
に
及

ん
で

駅

舎
と

し
て

の
整

備

を
完
成

す

る
に
至

っ

た
。

東

横
百

貨

店

も
、

開

業

後
三

年
に

し
て

店

舗

の
狭
隘

を

来
し
た

の
で
、

同

店
の

拡
張

及

び
玉
川

線
駅

舎
兼

用

の

玉

電

ビ
ル

の
建
設

に

着
手
し

た

が
、

百

貨

店
法

並

に
事
変
下

の
統
制

に
因

り
、

東

京

高
速

鉄
道

線
開

通

並
に
玉

川

線
駅

舎
と
し
て

必
要

最

少
限

度

の
建

築
を
以

て
工

事
中

止

の
已
む

な

き
に
至
っ

た

が
、

省

線
、

東
横

本

線
、

玉
川

線
、

帝

都

線

の
綜

合
駅

舎
と
し
て

そ
の
整

備

は

略
完

成
し

た
。

併

し
東

横
本

線
の

渋
谷
駅

構

内
配

線
は

乗

降
場

拡

築
、

一

線
増

設
等
数

次
に

亘
っ
て

施

行
し
た

が
、

現
状

は

到
底
斯

る

姑

息
な

改
良
で

は
乗

客

整
理
、

輸
送
力

拡
充

を

期
し

得
ら

れ
な

い
の
で
、

昭

和
十
二

年
、

構
内

配

線
の

大

改
良
計
画

を

樹
て

爾

後
用

地

買

収
及

び
資

材

蒐
集
に

努
力
し

こ

れ

も
完
了

し

た
の
で

近

々
工

事
着
手

の
予

定
で

あ
る
。
（
第
拾

参
図

参
照
）



四
、

立

体

交

叉

（
イ
）

南
武
鉄
道
交
叉
勾
配
変
更

東

横
本
線
建
設
当
時
の
南
武
鉄
道
の
免
許
線
は
、

元
住
吉
駅
近
く
の
住
吉
川
附
近
に
於
て
、

当

社
線
と
交
叉
す

る
予
定
で

あ
っ

た
が
、

鉄
道
省
品
鶴
線
が
計
画
せ
ら
る
る
に
及
び
、

こ
れ
と
の
交
叉
関
係
か
ら
、

現
在
の
位
置
に

変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

夫
れ
故
、

当
社
線
の
建
設
当
時
は
、

南
武
鉄
道
の
路
線
の
確
定
を
見
ず
、

勢
ひ
具
体
的

の
交
叉
設
計
協
議
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
急
速
を
要
し
た
当
社
に
在
っ
て
は
、

さ
う
し
た
事
に
関
係

し
て

ゐ
る
余
裕
も
な
く
、

工

事
を
進
め
た
、

開
業
後
、

約
半
箇
年
を
経
て
漸
く
南
武
鉄
道
の
路
線
が
決
定
し

た
が
、

交
叉
方
法
は
省
線
と
の
交
叉
関
係
上
、

南
武
鉄
道
線
の
扛
上

が
困
難
の
為
め
、

当
社
線
を
扛
上
し
交
叉
橋
梁
を
新

設
し
た
。

本
工

事
費
は
鉄
道
省
、

南
部
鉄
道
及
本
社
で
分

担
し
た
。

（
ロ
）

自
由
ヶ

丘
停
車
場
附
近
勾
配
変
更

大
井
町
線
を
二
子
玉
川

迄
延
長
す
る
に
っ

き
、

東

横
本
線
と
自
由
ヶ
丘
で
交
叉
す
る
必
要
が
起
り
、

当
所
の
改

良
工

事
を
行
っ

た
。

在

来
東
横
本
線
の
上
下
線
と
も
、

自
由
ヶ
丘
へ
向
っ
て
下
り
勾
配
で
あ
っ

た

が
、

交
叉
箇
所

に

於
て
五
米
七
九
扛
上
し
、

渋
谷
方
は
在
来
の
下
り
勾
配
を
千
分
ノ
一

○
の
上
り
勾
配
と
し
、

横
浜
方
は
千
分
ノ

一

○
と
千
分
ノ
二
○
と
の
勾
配
を
以
て
取
付
た
。

扛
上
に
依

る
勾
配
変
更
区
間
の
延
長
は
五
二
〇
米
で
、

昭
和
三

年
五
月
着
手
し
、

昭
和
四

年
一
月
竣
功
し

た
。



（
ハ
）

東
白
楽
停
留
場
附
近
勾
配
変
更

東
白
楽
駅
附
近
に
於
て
当
社
線
と
、

復
興
局
計
画
第
五
号
路
線
（
幅
員
二
二
米
）

と
が
交
叉
す
る
為

め
、

当
社

線
を
扛
上
し
、

立
体
交
叉
完
成
の
上
開
業
す
べ
き
で
あ
っ

た
が
、

復
興
局
路
線
通
過

地
域

が
確
定
さ

れ
な
か
っ
た

の
で
、

一
時
仮
線
の
形
式
で
当

社
線
を
地
平

に
建
設
し
た
が
、

開
業
後
復
興
局
路
線
の
決
定
を
待
ち
、

四
箇
年
目

に

立
体
交
叉
改
良
工
事
を
実
施
し
た
。

線
路
の
扛
上
は
交
叉
箇
所
に
於
て
五
米
七
九
、

渋
谷
方
千
分
ノ
三
三
・
三
、

横
浜
方
千
分
ノ
二
五

の
逆
勾
配
で
取
付
け
、

頂
上
に
水
平

を
作
り

停
留
場
を
設
け
た
。

昭
和
五
年
三

月
着
工
、

同

年
十
一

月
竣
功
で

あ
る
。

（
ニ
）

京
浜
電
鉄
交
叉
橋
梁

京
浜
、

湘
南
両
電
鉄
の
連
絡
線
が
建
設
せ
ら
る
る
に
つ

き
、

横
浜
市
都
市
計
画
第
十
五
号
路
線
附
近
に

於
て
東

横
本
線
と
交
叉
す
る
の
で
、京
浜
電
鉄
の
委
託
に
依
り
、当
社
既
設
の
高
架
橋
一

部
を
取
毀
し
、交
叉
橋
梁
を
新
設
し
た
。

当
工
事
は
異
例
な
、

且
つ
危
険
を
多
分
に
伴
ふ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
六
年
十
月
着
手
し
、

翌
年
二
月
に

竣
功
し
た
。

（
ホ
）

横
浜
市
水

道
道
路
交
叉
橋
梁

東

横
本
線
菊
名
池
附
近
に

於
て
、

横
浜
市
水
道
道
路
が
交
叉
す
る
に
当
り
、

横
浜
市
の
委
託
に
依
り
当
社
線
を

扛
上
し
、

交
叉
橋
梁
を
新
設
し
た
も
の
で
、

本
工

事
に
伴
ひ
踏
切
二
箇
所
を
廃
止
し

た
。

昭
和
八
年
八
月
着
工
、



同

年
十
二

月
竣

功
で

あ
る
。

（
ヘ
）

川

崎
街
道

交
叉

改

良

神

奈
川

県

指
定
県

道
、

川

崎
、

溝

ノ
口

線

が
改

修

さ
れ
る

に
当

り
、

東
横

本
線
工

業
都

市
駅
前

交
叉

を

立
体

に

改
良
し

た

も
の
で

神
奈
川

県
、

川

崎

市
、

本

社
の
分

担
で

施

行
し

た
。

昭

和
十
一

年

六
月

の

着
工
、

竣

功
は

そ
の
翌

年
五

月
で

あ
る
。

（
卜
）

東
京
工

業

大
学

地
下

道

東

京
工

業

大
学

グ
ラ

ウ

ン
ド
附

近
に

於
て
、

同

校
敷

地
を
目
黒

線
、
大
井
町

線

が
両

断
し

て

ゐ
て

不

便

の
為

め
、

同

校

の
依

嘱
に

よ
り
、

両

線

を
横
断

す

る
地
下

道

を
新
設
し

た

も
の
で
、

昭
和

九
年
八

月
着
工

し
、

翌

年
一

月
竣

功
し

た
。

（
チ
）

目
黒

線

新
京
浜

国

道
交
叉

改
良

目

黒

線
武
蔵

新
田
・

矢
口
渡
両

駅

の
中

間
で
、

内

務
省

施
工

の
幅

員
二

五

米

の
新

京
浜

国

道
と
当

社

線
と
の

交

叉

点

に

於
て
、

当

社
線

を
扛
上

し
交

叉
橋

梁
を

新
設
し

た

も
の
で
工

作

物
は

総
て
内

務

省
の
直

轄
施

行
で

あ

る
。

交
叉

箇
所

の

線
路

江
上

高

は
五
・

五

米
で

着
工

は

昭
和

十
二

年
五

月
、

竣

功

は
同

十

五

年
四

月
で
、

工

費
は

全
額

内

務

省
の
負

担
で

あ
る
。

（
リ
）

北

千

束

架

道

橋



大
井
町
線
北
千
束
停
留
場
の
新
設
に
当
り
、

駅
前
の
踏
切
を
切
下

げ
て
架
道
橋
を
設
け
、

ス
ラ
ブ
下
に
停
留
場

本
屋
を
設
置
し
た
。

昭
和
三
年
十
月
着
工
し
昭
和
四
年
三
月
竣
功
し
た
。

（
ヌ
）

洗

足

池

架

道

橋

池
上
線
洗
足
池
駅
前
の
踏

切
道
を
廃
止
し
、

架

道
橋
を
新
設
し
て
停
車
場
設
備
の
大
改
良
を
行
っ
た
。

着
工
は

昭

和
九
年
二
月
、

竣
功
は
同
年
八
月
で

あ
る
。

（
ル
）

池
上
線
新
京
浜
国
道
交
叉
改
良

千
鳥
町
・

池
上
両
駅
の
中
間
に

於
て
、

新
京
浜
国
道
が
交
叉
す
る
の
で
、

前
記
目
黒
線
の
交
叉
改
良
同
様
当
社

線
を
扛
上
し
、

橋
梁
を
新
設
し
た
。

交
叉
箇
所
に
於
け
る
線
路
扛
上
高
は
五
・

六
米
で
、

着
工

は
昭
和
十
二

年
三

月
、

竣
功
は
昭
和
十
四
年
三
月
で

あ
る
。

最
近
実
施
予
定
の
立
体
交
叉
改

良

以
上
列
記
し

た
外
、

な
ほ
実
施
す
べ
き
予
定
に
な
っ
て
居

る
立
体
交
叉
改
良
箇
所
は
尚

拾
余
個
所
に
及
ん
で
ゐ
る
。

第

四

節

其

他

工

事

一
、

道

路



沿

線
発

展

を

促
進

す
る
た

め
起

さ
れ

た
土

木
工

事
と
し
て

特
記

す

べ
き
は
、
道
路

開
設

と
保
健

設
備

で

あ
る

が
、

之

を
左
に
一

括
し
て

表
示

す
る
。

開

設

道

路

一

覧

表



二
、

保
健

及

び
乗

客
誘

引
設

備

に

関
す
る
工

事

前
記

の
外
工

事
の

主
な

る

も
の
は

ス
ピ

ー
ド
・

ウ
ェ

イ
。

多

摩
川

オ
リ

ン
ピ
ア
。

渡

月
橋

（
昭

和
六

年
七

月
竣

功
。

昭

和
十
三

年
丸
子

橋
架

設
に

依

り
不

必
要

と

な
り

撤

去
し

た
）

等

々

力

ゴ
ル
フ
場
。

駒
沢

ゴ
ル
フ

場
。

田

園

テ

ニ
ス
コ

ー

卜
。

読

売

ス

タ

ン
ド
。

玉
川

プ
ー

ル
。

多

摩
川

園
内

子

供

プ
ー

ル
。

太
尾

公

園
等
で

あ

る
。



目蒲東横池上玉川各線開業図表



車 輛 限 界

第一図ノ二

建 築 限 界
第一図 ノ一



土 工 定 規

（第二図）



東 白 楽 橋 梁 一 般 平 面 図
（第五図）



東海 道 線号線 橋梁一 般平 面 図

（第六図）



目 蒲 線 交 叉 橋梁 一 般平 面 図

（第七図）



断 面 図

横浜、大井町、大岡山、高架橋標準図

（第八図）

側 面 図



渋 谷 線 高 架 橋 標 準 断 面 図

（第九図）

渋 合 川 沿 一 般 側 面 図

神 奈川線 第1．2．高架橋

標 凖断面図

横浜線単線式高架橋

標準断面図．

横浜駅構内．右 全 左 断 面 図

大井 町 線 高 架橋 標 準断 面 図

側 面 図



目 黒 駅 平 面
（ 第十二図 ）



渋 谷 停 車 場 平 面 図
（第十三図）



元 住 吉 停 車 場 平 面 図

（番 外）



奥
沢
車
庫
構
内
に
工
夫
宿
直
室
と
し
て
残
る

第
一
相
互
館
か
ら
目
黒
へ
移
転
し
た
当
時
の
仮
本
社

二
階
八

畳

四
畳
半
（

重

役

室

）

附
下
八

畳

四
畳

半
（
庶

務

係
）

附
下

八
畳
（

工

務

係

）

六
畳

上記の仮本 社跡へ建築した目蒲・ 東横旧本社



現

在

の

東

横

電

鉄

本
社

（
旧
玉
川
電
鉄
本
社
）

同

上

新

館



工 事 中 の 東 横 百 貨 店

竣 功 後 の 東 横 百 貨 店



工 事 中 の 玉 電 ビ ル

設 計せる 玉電ビ ルの外観



第

二

章

建

築

第

一

節

事

務

所

本

社

建

設
準

備

時
代

の
本

社
（
武
蔵

電
気

鉄

道
、

後
の
東

京

横
浜

電

鉄
）
は
、

麹
町
区

内

幸
町
旧

議

事
堂

附

近
市
街

自

動
車

株
式

会

社
の
三

階

に
借

間
住

ひ

を

な
し
、

次

い
で

報

知

ビ
ル
に

移
り
、

大

正
十
三

年
に
至

り
、

品
川
区

大

崎

三

丁

目
二

三

九
番

地
の
目

蒲

の
本

社
に
同

居

す
る

こ
と

に

な
っ

た
。

こ

の
建
物

は
目

黒
線

の
用

地

を
買

収
し

た
時
、

残

地
内
に

あ
っ

た

の
を

共
に
買

収
し
て
、

そ
の
儘

本

社
と
し

て
利

用
し

た

も
の
で
、

延
坪

僅
か
四

〇

坪

余

の
極

め

て

祖
末

な

も
の
で

あ
っ

た
。

当

初

の
買

収
家

屋
に
、

数

度

の
建

増

が
行
は

れ
た

が
、

第
二

回

目

の

大
拡
張

の
時

に
、

旧

家
屋

は
奥
沢
駅

構
内

に

移
し
て
、

線

路
工

手

の
合

宿
所

と

な
し
、

今
日

猶
保

存

さ
れ
て
居

る
。（
写

真

参
照
）

昭

和
十
一

年
、

玉
川

電

鉄
を

合
併

す
る

方
針

が
決

定

す
る

や
、

渋
谷

区

大

和
田

町
一

番

地

の
玉

電

本
社
の
増

改

築
を

行
ひ

之
を

本
館
と
し
、

更
に

道
路

を
隔
て

て
二

階

建

の
事

務
所

を
新

築
し
、

昭

和
十
二

年
二

月
竣

功
と
同

時

に
移

転
し

た
。

運
輪

部

の
事
務
所

は

業
務

の
都

合
上
、

各

線
終
端

停
車

場

の
構
内

に
設

け
て

あ

る
。



現

業

事

務

所

現
業
事
務
所
と
し
て
は
、
自
動
車
部
営
業
所
、
電
気
部
工
場
事
務
所
及
び
電
灯
電
力
部
派
出
所
、
運
輸
部
電
車

所
並
に
車
掌
所
、
工
務
部
保
線
事
務
所
及
び
電
気
部
電
路
並
に
電
気
信
号
事
務
所
等
が
あ
る
。

第

二

節

停

車

場
、

変

電

所
、

電

車

庫
、

工

場
、

自

動

車

営

業

所

及

び

車

庫

停

車

場

停
車

場

建
物

は
各
駅

と

も
、

開

業

後
数

次
の
増

改

築
を
、

時

宜
に
応

じ
て

施

行
し
た
。

殊
に

起
終

端
駅

の
如

き
、

拾
数

回
に

亘
り

改

良
を

行
っ

た

も
の

が
あ
る
。

関
西

方
面

に

於
て

は

起

終
端
駅

は
、

何
れ

も
早

期
に

豪
壮

な

る

も
の

を
建
設
し
、

こ

れ
に
よ
っ

て
、

旅
客

誘
致

の
一

方

便
と
し

た
観

が
あ
る

が
、

中
間

駅
は
、

比
較

的
に

簡
素

な

も
の

が
多

い
や

う
で
あ

る
。

当

社
に

於

い
て

は
中

間
駅

の
設

備
に

む
し

ろ

力
点

を
置

き
、

起

終
端

の
渋
谷
、

目

黒
、

五

反
田
、

大
井
町
、

蒲

田

等

の
改

良

が
手

遅

れ
と

な
っ

て

ゐ
た
。

こ

れ

は
畢

竟

す
る

に
、

附

近

が
何
れ

も
新
市

域

の
中
枢

と

な
り
て
、

急

速

な
発

展

過

程
に
在

り
、

且
つ

都

市

計
画

に
附
随

す

る
道

路
或

は
広

場

の
計
画

に
伴

ふ
変

革

を
予

想
し
た

為

め
で

も
あ
っ

た
。

浜

谷
駅

附

近

の
都
市

計
画

道
路
及

び
広
場

計
画

は
、

昭

和
十
一

年
四

月

告
示

に

な
っ

た

の
で
、

之
に
適

応
し

て



改
良

計
画

を
樹

て
、

玉

川

線
に

於
て

は
、

玉

電

ビ
ル
建
設

と
構

内

線

の
改
良

を
了
し
、

東
横

本

線
に
あ
っ
て

は
、

高

速
鉄

道
連

絡
部
分

の
建

築
を
竣

功
し

て
、

構
内

配

線

の
大

改
良

を
施

行
中
で

あ

る
。

目
黒

駅
は

昭

和
十
一

年
、

駅

前

道
路

の
拡
張

と
同

時
に
駅

本
屋

を

改

築
し
、

二

階

に
大

衆
向

食
堂

と
理

髪
店

を

開

設
し
、

乗
降

場

を
拡
張
し

て
一

部

に

売
店

を
設
置

し

現
在

に
及

ん
で

ゐ
る
。

五

反

田
駅

は

昭

和
十
一

年
、

五

反
田

百

貨

店
を

改

築
し

て

鉄
筋

混
凝

土

造
の
四

階

建
と
し
、

一

階

に
出

札
室

を

設

け
、

四

階

を
乗

降

場
面

と
同
一

高
さ

に
し
、

現

状

の
如
く
、

接
続
部

を
改
札
所

前

広
場

と
し

た

大
井

町
駅

は
、

省
線
と

の

連
絡
客

が
道
路

を
横

断

す
る
為

め
種

々
と
不

便

な
の
で
、

最

近
鉄

道

省
東
口
駅

を

東

京

寄

線
路

上
に

移
し
、

之
に
当

社

の

連
絡
跨

線
橋

を
新

設
し

て

接
続

す
る

事
と

し
、

近
く
工

事
に

着
手

す
る
推

定

と

な
っ
て

ゐ
る
。

蒲
田

駅

は

沿
線

の
開
発

に
伴

ひ
、

狭
隘

を

来
し

た
の
で
、

昭

和
十
四

年
、

改
良
を

行
っ

た
こ

と

は
、

第
一

章
土

木

の
部
に

も
記
述
し

た

通
り
で

あ

る
。

各
停
車

場

の
構

造
、

面

積
、

所

在
等
に
つ

い
て

は

省

略
す

る
。

変

電

所

変

電

所
建

築
の
概
要

は
、

本
節

に
於
て

述

ぶ

べ
き
で

あ
る

が
、

都

合
に
依

り

省
略

す
る

事
と

し
た
。

電

車

庫

及

び

工

場

元

住
吉
工

場

（イ）



元

住
吉

停
車

場
構

内

に
在

り
、

主
と
し

て
、

東

横
本

線
、

目

黒

線
及

び

大
井
町

線
に
、
使

用

車

輛

の
修

繕

或
は

検

査
を

行
ひ
、

工

場

建
物

は
、

数

次

の

改
良

拡
張

を

な
し

現

在
に

及
ん

で

ゐ
る
。

大

橋

電

車
庫

及

び
工

場

目

黒
区

上
目

黒
八
丁

目

に
在

り
、

玉

川

線
使
用

車

輛

の
検

査
、

修
繕

を
行

ふ
。

第
一

車

庫
、

第

二
車

庫
、

何

れ

も
、

木

造
鉄

板
葺

で
、

外
に
、

鍛
冶
工

場
、

木
工

場
、

機

械
工

場
等

附
属
し

て

ゐ
る
。

奥
沢

電
車

庫

目

黒

線

奥
沢

停
車

場
構

内
に

在
り
、

目

黒

線
使
用

車

輛

の
小

修
繕
、

検

査
を

行
ふ
。

木

造
鉄

板
葺
一

〇
五

坪

余

は
、

創

業
以

来
の

建
物
で

あ
る
。

自

由
ヶ

丘

電

車
庫

自

由
ヶ

丘

停
車

場
構
内

に

在
り
、

大
井

町

線
使

用
車

輛

の
検
査

及

び
小

修
繕

を
行

ふ
。

昭

和
十
五

年

の
新

築
で

あ

る
。

雪
ヶ

谷

電

車
庫

及

び
修

繕
工

場

池
上

線

雪
ヶ

谷

停
車
場

構
内

に
あ

り
、

池
上

線
使
用

車

輛

の
検
査

と

修
繕

を
行
ひ
、

昭

和
十
三

年
の
新

築
で

あ

る
。

自

動

車

営

業

所

及

び

車

庫

自
動
車

業

も
、

開
業
当

初

は
業
績

不

振

の
為

め
、

建

造
物

た

る
事

務
所
、
営

業
所
、
車

庫

等

も
、

旧

態

の
儘
で

あ

（ロ）・（ハ）（ニ）（ホ）



つ

た

が
、

事
業

の
拡
張
、

業

績

の
向
上

に
つ

れ
、

積

極
的
に

之

等
の

新
増

改

築
を
行
ひ
、

其

の
営

業
所

の
数

も
、

十
数

個
に

及

ん
で

ゐ
る

が
、

之
等

の
様
式
、

構
造
、

坪
数

等
に
就

い
て

は

省
略

す
る
事

と

す
る
。

第
三

節

百

貨

店

一
、

東
横

百

貨
店

（
車

横
本

線

渋
谷

駅
）

昭

和
二

年
八

月
、

東

横

本
線

渋
谷
、

多

摩
川
間

を

開
通
し

て
以

来
、

渋

谷

停
車
場

は
乗

降
客

の
激
増

の

為

め
、

拾

数
回

に
亘

る

改
良
工

事
を

施
行
し

た

が
、

わ

け
て

も

一
、

昭
和

九
年
、

停
車
場

本
屋

を
兼

ね
て

の
東

横
百
貨

店

の
建

設

二
、

昭

和
十
三

年
、

東
京

高

速
鉄

道

連
絡
部

の
建

設

三
、

昭

和
十
四

年
、

構
内

配

線
の

大
改

良
に

着
手
し

た

こ
と

等
は

主
た

る

も
の
で
あ
っ

た
。

建

設
と

建

築
概
要

渋
谷

線

の
開

通
に

次

い
で
、

駅
本

屋
内

に
駅

売
店

と

食
堂
と

を
開

設
し

た

が
、

昭

和
七

年
に
至

り
、

渋
谷
駅

を

中

心
と

す

る
交
通

量

が
一

日

三

十
万

人

に

達
す

る
に
及

び
、

在

来

の
駅

本

屋
、

売

店
及

び
食
堂
で

は
、

到
底

顧
客

や

乗
降

客
に

満

足
を
与

ふ

る
こ
と

が
不
可

能
と

な
っ

た

の
で
、

茲
に
駅

本
屋

の
大

拡
張

を
兼

ね
て

車
横
百

貨
店

の

建
設

が
計
画

さ
れ

た
の
で

あ

る
。



停
車
場
本
屋
敷
地
も
、

従
来
の
儘
で
は
甚
だ
狭
小
な
た
め
、

隣
接
渋
谷
川
河
川

敷
を
占
用
し
、

更
に
其

の
東
側

民

地
を
買
収
し
、

渋
谷
川
を
跨

い
で
地
下
一

階
地
上
七
階
の
本
館
を
新
築
し
た
。

尚
、

そ
の
南
側
に
、

当

時
の
玉

川

電
車
線
路
を
隔
て
て
、

地
下
一
階
地
上
三
階

の
百
貨
店
事
務
館
を

も
建
設
し
、

玉
川
電
車
線
路
下

を
通
ず
る
地

下

道
並
に

線
路
上
の
跨
線
通
路
に
依
り
、

両
館
を
連
絡
し
た
。

本
館
及
び
事
務
館
の
建
築
概
要
を
示

せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
A

本

館

一
、

位

置

東
京
市
渋
谷
区
上
通
二
丁
目
五
五
番
地

二
、

敷
地
面
積

五
七
九
坪
八
二
〇

三
、

建
築
面
積

四
、

各
階
坪
数
及
室
配
置

地

階

二
八
九
坪
三
四
七

百
貨
店
売
場
、

倉
庫
、

機
械
室
、

電
気
室

一

階

四
六
三
坪
○
七
〇

仲
二
階

四
三

坪
一
八
〇

運
輸
事
務
室

二

階

四
四
四

坪
一
七
三

停
車
場
、

広
間

（
出
札
室
）

三

階

四
四

六
坪
六
三
五

百

貨
店
売
場

四

階

四
四
六
坪
六
三
五

百
貨
店
売
場
、

休
憩
室

建

坪

延

坪

四

六

三

坪

○

七

〇

三
，五

四

六

坪

八

九

五

停
車
場
、

広
間

（
出
札
室
、

改
札
室
、

売
店
、

荷
物
扱
所
、

省
線
連
絡
通
路
、

公
衆
便
所
）



五

階

六

階

七

階

屋

階

屋

二

階

四

四

六

坪
六
三

五

四

四

六

坪
六
三

五

四
四

六

坪
六
三

五

四

五

坪
八
二

〇

二
八

坪
一

三

〇

五
、

軒

高

六
、

建

物

用

途

七
、

基

礎

八
、

主

体

構

造

九
、

建

物

様

式

十
、

外

部

仕

上

十

一
、

内

部

仕

上

百

貨

店
売

場
、

事

務

室

百
貨

店

売
場
、

美
粧

室
、

写

真

室

大

食
堂
、

御

好
み

食
堂

屋

上

庭
園
、

機

械
室

標

準

地

盤

上

扶

壁

上

端

迄

一

〇

二

尺

標

準

地

盤

上

塔

最

高

部

迄

一

三

〇

尺

一

階

の
大

部
及

び
二

階
一

部

を

停
車
場

と
し
、

残
部
を
百

貨

店
営

業
所

と
す
。

渋
谷

川
擁

壁
の
両

側
を
、

深

さ
十
八
尺

総

堀
と

な
し
、

各
柱
下
へ
圧

搾

空
気
潜
凾

を
砂
利

層

迄

沈
下

せ
し

め
、

其

上
に

鉄

筋
混
凝

上

基
礎

床
板

及

び
繋
梁

を

築
造
す
。

鉄

筋
混

凝
土

造

現
代

式

東
西

北
万一
三

方

は
根
石

折

壁
石

水
磨

き
、

上
部

は
、

小

口
形

「

タ
イ
ル
」

貼
と

し
、

南

側
は
、

将

来
培

築

を
予

想
し

¬
ネ

ー

ル
ク
リ

ー

ト
」

仕

上
と

す
。

床

地
下

室

売
場

は

「

モ
ザ

イ
ツ

ク
、

タ
イ
ル
」

貼
、

一

階
広

間
は
人

造
石

研
出

し
具

輪
目

地

入

り
、

各

階
売

場
及

び
食

堂
は

「
フ

ロ
ー
リ

ン
グ
、

ブ
ロ
ツ

ク
」

敷
と

す
。



壁

一

階

広

間
は

大

理
石

貼
、

各
階

売

場
は

腰

壁
共

「

プ
ラ

ス

タ
ー
」

塗
、

七

階

食
堂
は

腰
羽

目

上
部

「

プ
ラ

ス

タ
ー
」

塗

「

ペ

ン
キ
」

仕
上
、

昇

降

機
前
、

洗
面

所
厨

房
等

の
腰

は

タ

イ

ル
貼
と

し
、

天

井

は

「

プ
ラ

ス

タ
ー
」

塗
。

十
二
、

出

入

口

一

階

停
車

場

広
間
は
、

各
出

入

口

共

開
放

ち
、
一

般
公

衆

の

交
通

に
供

す
。
各
階

段
入

口

に
は

「

ス
チ

ー

ル

・

シ
ャ
ッ

タ
ー
」

を
設

け
、

売
場

と

遮
断

し

得

る
も

の
と
し
、

別

に

自
閉

防

火
戸

付
出

入
口

を
附
し
て

非

常

時

避
難
用

に

供

す
。

二

階
以

上

の
各
窓

は
上
下

式

エ
ー
ア

タ
イ

ト
・

ス
チ

ー
ル
サ
ッ

シ
ュ

を
使
用

す
。

十
三
、

電

気
設

備

使
用

電

力
は

東
京

電

灯
株

式
会

社

よ
り

地

中

線
に
依

り

高
圧

に
て
受

電

し
、

地
階
変

電

室
に

於
て

降
圧

配

電

を

な
す
。

変

電

設
備

に

は

普
通

電

灯
用
、

昼

夜
灯

非
常

灯
用
、

昇

降
機

動

力
用
、

昼
夜

動
力

用
、

配

電

盤
用
、

蓄

電
池

用

等

が
あ
り
、

左
記

の
電

気

装
置

に
給

電

を
な

す
。

即

ち

照
電
用

白

熱

電
灯
、

広
告
用

「

ネ
オ

ン
サ

イ

ン
」
、

電
気

扇
、

電

気
冷

蔵
庫
、

電
気

時
計
、

電

気

レ

ン
ヂ
、

電

気

冷

凍

シ
ョ

ー

ケ
ー

ス

電
気

冷

凍

貯
蔵

庫
、

昇

降
機
、

コ

ン
ペ
ー

ヤ
ー
、

給

水
卿

筒
、

給

湯
卿

筒
、

ス

プ
リ

ン
ク
ラ

ー
給

水
卿

筒
、

排

水
卿

筒
、

汽

鑵

送
風

フ
ァ

ン
、

換
気

フ
ァ

ン
、

電

話
－

交

換
機
は

共
電

式

並
に

列
復

式
三

座

席
電

話

機

（
卓
上

型
）

で

あ

る
。

十
四
、

衛

生
設

備

一
、

市

水

給

水

各
階

洗
面

器
、

水
呑
器
、

汽
鑵
、

厨

房
、

給

湯
貯

槽
其

他
に

給

水
す
。



二
、

井

水

給

水

各
階

自
動

消

火
装
置
、

便
所
洗

滌
用
、

厨

房
雑

用
、

撒

水
栓

そ

の
他

に

給
水

す
。

三
、

給

湯

雑
用

及

び
飯
用

に

分
ち

供
給

す
。

四
、

塵

芥
焼

却
炉

地

階
に

設
く
。

十
五
、

自
動

消
火

赦
置

（
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー
）

各

階
天

井
に
、

床
面
積
、

百
平

方
尺
以

内

に
付
、

一

個
宛

を
配

置

す
。

十

六
、

煖
房
及

び
換
気

設
備

一
、

直

接

煖

房

配
管

系
統

を
売
場

用
、食
堂
用

及

び
事

務
所

用

の
三

系

統
と

な
し
、各

単
独

に
使

用
し

得
。

二
、

地
下

煖

冷
房

三
、

地
階
換

気
及

び
厨

房
排

気

十

七
、

昇
降

機
設

備

客

用

四

台

積
載

量

荷
物
用

二

台

積
載

量

各

三
、五

〇

〇

封

度

三
、〇

〇

〇

封

度

一

台

四
、〇

〇

〇

封

度

一

台

十
八
、
「

バ
ー
チ

カ
ル
コ

ン
ベ
ー

ヤ
ー
」

設
備

買
上

品
搬

送
用

と
し
て
一

台

（
積

載
二

貫

匁
）

十

九
、

工

程

昭

和
八

年
四

月
一

日

起

工

同

年

九
月
六

日

定
礎
式



昭

和

九
年
十

月

廿
五

日

竣

工
B

事

務

館

一
、

建
築
面
積

二
、

各
階
坪
数

。
三
、

主
体
構
造

建
坪
地
階

一

階
地
階

一

九
八

坪
ニ
一

一

八

七
坪
三
四

一

九
八

坪
二
一

鉄

筋
混

凝
土

造

延
坪

七
八
〇
坪
九
七

二
階

一

九
八
坪
二
一

三
階

一

九
八
坪
ニ
一

地
上

木

造

三
階
建

四
、

附
帯
設
備

煖
房
、

給
湯
、

換
気
、

給
水
、

冷
蔵

五
、

工

事
竣
功

昭
和
九
年
八

月
C

東
京
高
速
鉄
道
連
絡
部
分

一
、

建

築
面
積

建
坪

一

八

九
坪
四

八

二
、

各
階

坪
数

延

坪

八

六

九

坪
一
二

地
下

二

階

四

八

坪
四

九

（
倉

庫
）

地
下

一

階

一

三

六

坪
八
〇

（
事

務
室
及

倉

庫
）

一

階

一

七
五

坪
七
八

（
停
車

場
広

間
）

二

階

一

八

九

坪
四

八

（
運

輸
部
事

務

室
、

東

横

線

ホ
ー

ム
）

伸

三

階

二

九
坪

九
四

（
旅
客

通
路
及

店

用
通

路
）

三

階

一

七
一

坪

六
二

（
高
速

線

ホ
ー

ム
）



四

階

八
七
坪
六
〇

（
事
務
室
及
倉
庫
）

屋

階

二

九
坪
五
六

（
以

上
の
外

の
要

項

省
略
）

三
、

工

程

起

工

昭
和
十
二

年
下

期

竣

工

同

十
三

年
十
二

月

二
、

玉

電

ビ
ル

デ
ィ

ン

グ

玉
川

線

渋
谷
駅

は
、

昭

和
七

年
十

月
、

駅

舎
の
大

改

築
を
施
し
、

そ

の
本
屋

の
一

部
に
、

二

幸
売

店

を
開
設
し

た

が
、

乗

降
客

の
増

加
と
顧

客

の
要

望
に

副
ふ

べ
く
、

昭
和
八

年
よ
り

渋
谷

駅
に

タ
ー
ミ

ナ

ル
デ

パ
ー

ト
を
計
画

し
、

渋
谷
駅

附

近
都
市

計
画

及

び
東

京

高
速
鉄

道
乗
入

設

計

の
決
定

を

待
っ

て
建

築
設

計

を
完
了

し
、

昭

和
十
二

年
四

月
二

十
日
、

警

視
庁

の

建
築
認
可

を
得
た
。

本

計
画

は
、

地
下
二

階
、

地

上
七
階
、

建

延
坪
五

千
百

坪
で
、

三

階
、

四

階

を
縦
貫
し

て

東
京

高

速
鉄

道
線

を

乗
入

れ
、

二

階

に
玉

川
電

車

線
路

を
乗
入

れ
て
、

省
線
、

市

電
、

帝

都
電
車
、

東

横
電

車

及

び
東

京
高

速
鉄

道

の

一

大

共
同

駅

舎
と

な
し
、

残

余
の
面

積
で
、

百
貨

店
営

業

を
開

始
せ

ん
と
し

た
。

然
る

に
、

工

事

施
行
中
、
偶

々
百

貨

店
法
、
臨
時
資
金

調
整

法
及

び
鉄

鋼
工

作

物
築

造
許
可

規
則

の
公

布

が
あ

り
、

当

局

の
指
示

に
従

ひ
、

建

築
工

事

は
鉄

道
に

使
用

す
る
部
分

の
み
に

止

め
た
。



建

築
概
要

一
、

位

置

東

京
市

渋

谷
区

大

和
田

町
八

番

地

二
、

建

築
面

積

建

坪

五
三

四

坪

○
二

延

坪

二
，五

九
一

坪
八

一

三
、

各
階

坪
数

地

下

二

階

地

下

一

階

一

階

二

階

仲

三

階

三

階

六

一

九

坪

九

二

事
務
室
、

倉
庫
、

機
械
室

電
気
室
、

浄
化
槽

六

〇

八

坪

三

六

（
食
料
品
売
場
、

食
堂
）

五

三

四

坪

○

二

（
停
車
場
通
路
、
食
料
品
売
場
）

五
一

七
坪
四

六

停
車
場
広
間
、

玉
川
線

ホ

ー
ム
、

其
他

三

二

坪
三
四

（
旅
客
連
絡
通
路
）

二

七

九
坪
七
一

（
高
速
線
ホ
ー
ム
）

（
以

上

の
外

の

建

築
内

容

は
省

略

す
）

四
、

工

程

昭
和
十
二

年

四

月

起
工

同

十
三

年
十
二

月

竣

功

三
、

五
反
田

百

貨

店

車
横
百

貨

店

の
成

功
に
よ

り
、

従

来
白

木
屋

に
賃

貸
し
て

ゐ
た
池

上

線
五
反

田
駅

建

物

を
取
毀

し
、

な
ほ

隣
地

鉄

道
用

地
の

払
下

を
受

け
て

敷

地

の
大

拡
張

を

な
し
、
五
反

田

百

貨
店

を
建

築
し
、
当

社
に

於
て

百
貨

店

を
営

業
せ

高 速 線 開通 当 日 の玉 電ビ ル 入 口



ん

と

し

た

が
、

都

合

上
、

従

来

通

り

之

を

白

木

屋

に

賃

貸

す

る

こ

と

と

な

っ

た
。

之

が

建

築

概

要

を
示

せ

ば
左

の

如

く

で

あ

る
。

一
、

位

置

二
、

敷

地

面

積

三

、

建

築

面

積

東

京

市

品

川

区

五

反

田

一

丁

目

二

七
二

二
八

七

番

地

三

二
三

坪
一

二

建

坪

延

坪

二

八

七

坪
八

六

一
、五

四

五

坪

五

六

四

、

各

階

面

積

及

室

内

配

置

地

階

一

階

二

階

三

階

四

階

屋

階

屋

二

階

屋

三

階

五

、

工

程

三

一

六

坪
三
八

（
百

貨

店
売
場
、

事
務
室
、

機

械

室
、

電

気
室
）

二

八

七
坪
五

三

（
百
貨

店

売
場
、

其

他
）

二

八

七
坪
八

六

（
百
貨

店

売
場
）

二
八

七

坪
八

六

（
百

貨

店
売
場
）

二

八

七
坪
八

六

（
食
堂
、

美
粧

室
、

写

真
室
、

理

髪
室
、

歯

科
室
）

四
二

坪

七
七

（
事
務

室
）

二

八

坪
二
五

（
事
務

室
、

機
械

室
、

タ

ン
ク
室
）

七
坪

○
四

（
事
務

室
）

（
以

上
の
外

の
建

築
要

項

は
省

略
す
）

昭

和

十
一

年

四

月

起
工

同

年

十

二

月

竣

功



第
四

節

其

他

建

物

以

上

述

べ
た

外
に
、

尚

ほ

左
記

の
如

き
幾

多

各

種
の
建

築

物

が
あ

る
。

東

横
神

社
。

諸
学

校
及

び
寮

舎
。

遊
園

地
及

び
建

造
物
。

能
楽
堂

及

び
浴

場
建

物
。

劇
場
。

清

和

倶
楽

部
。

貸
店

舗

（
大
井
町
－

計

七
ヶ

所
。

武

蔵

小
山
－

計
二

ヶ

所
。

西

小

山
－

計
二

ヶ

所
。

戸

越
。

中

延
。

大
岡

山
－

計
二

ヶ

所
。

多

摩
川

園
前
。

松

ノ
茶

屋
。

青
木
町
）

電

灯
サ

ー

ビ
ス
・

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
。

食
堂

（
目

黒
店
、

蒲
田

店
）

売

店
（

平

塚
百

貨
店
、

熱

海

店
）

製
菓
工

場

（
食
品
工

場
）
。

雑

貨
工

場
。

養
豚

場

（
昭
、

一

七
、

二
、

二

八
、

解
散
）

自

動
車
販

売

店
。

購
買
部

事

務
所

（
元

住
吉
、

奥

沢
、

雪

々
谷
、

大
橋
）

運
輸

部
社

宅

（
沼
部
、

神
奈
川
、

妙

蓮
寺
、

大

倉
山
、

元

住
吉
）

電

気

部

社
宅

（
白

幡
変
電

所
、

元

住
吉
）

工

務

部
社

宅

（
奥
沢

保

線
）

従

業
員

寄

宿
舎

（
元
住

吉
、

奥
沢
、

洗
足
、

上

目

黒
）

倉

庫

（
蛇
崩

第
一

木

炭
、

第
二

木
炭
、

中

目
黒

木

炭
、

元

住

吉
、

大
橋
、

百

貨

店
）

線

路
工

手

詰
所
。

電

路
工

手
詰

所
。

踏
切
警

手

詰
所
。



東

横
電

鉄
元

住

吉
変

電

所

玉川電鉄開業当時新設の火力発電所

目

蒲

電

鉄

の
旧

千

束

変

電
所



（
モ

ハ

五

一

〇

号

）

目 蒲 電 鉄 開 業 当 時 の 車 輛

目蒲・ 東 横 使用 車 輛（ 一 ）



（
モ

ハ

一

○

○

九

号
）

（
モ

ハ

一

一

二

号
）

目蒲・ 東 横 使 用 車 輛（ 二 ）



玉川電鉄使用の連結車（ 明結四 十三年－大正七年頃）

（同 上）



玉川電鉄車輛（ 大 正 九 年 新 造 ）

玉川電鉄が大正十年初期より使用のボギー式車輛



玉川電鉄が大正十四年初期より使用の中戸式車輛



第

三

章

電

気

及

車

輛

第
一

節

電

力

線

路

一
、

送

電

線

路

当

社

は
発

電

設
備

を
有

せ

ず
、

所
要

電

力
は
総
て

配

電
会

社
よ

り

交
流
で

購
入

し
、

殆
ん

ど
各

変
電

所
で
受

電

し
て

居

る
か

ら
、

社
有

送
電

線
路

と
し
て

特
筆

す

べ
き
も
の

が
な

い
。

施
設

の

改
廃
経
過

並
現
状

は
概
要

第
一

表

の
通
り

で
あ

る
。

二
、

饋

電

線

路

饋
電

線
は
概

ね

銅
撚

線
を
用

ひ
、

架
空

式

を
以
て
、

電

車

線
支
持

柱
に

添
架
し

て
居

る
。

開
設
以

来
一

部
増
設

せ

る

も
、

施
設

の
内

容
に

就
て

は
左

の
如

き
二
三

の
変
更

を
除

い
て

は
、

特
述

す

べ
き
も
の

が

な
い
。

一
、

東
横

線
の
一

部
に
、

ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
撚

線

を
使
用
し

た
こ

と

（
昭

和
七

年
）

二
、

電

車

線
の

避
雷

設

備

と
し

て
、

検

流
片

を
備
へ

た

ヴ
ア

ル
ブ
型

避
雷
器

を
、

饋
電

線

路
の
要

所
に
配
置

し
た

こ

と

（
昭
和
八

年
）

三
、

運
転

系
統

の
異

な
る

電
車

線
路

相
互

間

の

連
絡
饋
電

線
を
、

街

路
等

の
最

短
経
路

を
選

び
、

既

設
の
配

電
会



社
所
有
の
配
電
線
路
に
添
架
新
設
し
た
こ
と

（
昭
和
十
二
年
）

饋
電
線
の
施
設
概
要
は
、

第
二
表
の
通
り
で
あ
る
。

三
、

電

車

線

路

一
、
鉄

道

線

の

部

鉄

道
線

に

於
け

る
電

車

線

路
は

総
て

架
空

単
線

式
で

吊
架

法

は

シ

ン
プ
ル
、

カ
テ
ナ
リ

ー
式
で

あ

る
。

吊

架

線
碍

子

は
目

蒲

線
、

東

横

線

共
初

め

ピ

ン
型

を
使
用

し
て

ゐ
た

が
、

昭
和
二

年
以

降

懸
垂
型

を
採
用
し

既

設

の

も
の
は

悉
く

こ

れ

を
取
替
へ

た
。

昭
和

九
年

池
上

電
気

鉄

道

線
は
、

波
型

碍
子

を
使
用

し
て

居

た

が
合

併

後

こ

れ

亦
懸

垂
型

に
変

更
し

た
。

懸
垂
碍

子

を
採
用

す
る
に

当

り
、

当

社
は
独

特

の
吊

架

法
構

造

を
工

夫
実

施
し

た

が
、

そ

の
結
果

は
今

日

に
至

る

迄
頗

る
良

好
で

あ

る
。

そ

の
構

造
は

主
吊

架

線

を
直

接
碍

子

に

取
付

く

る
こ

と

な
く
、

他

の
添
へ

線

を
設

け
て

碍
子

に

取
付
け
、

而

も
そ
の

支
持

点

に

於
て

添
へ

線

が
線
路

の

方
向
に

必
要

に

応
じ

滑
り

得
る

様
に

な
し

た

る
こ

と
で

あ
る
。

斯

く
て

イ
、

支

持
点

に

於
て

吊

架

線
張

力

が
前

後
不

均
等

と

な
り

た
る

場

合
は
添

へ

線

が
滑
り
て

張

力

が
自
動

的

に
均

等
と

な
る
こ

と

ロ
、

吊

架

線
張

力

を
変
更

す

る
場

合
に

は
添
へ

線

に

於
て

容

易

に
こ

れ

を
行
ひ

得

る
こ
と

ハ
、

落

雷

の
如

き
場

合
碍

子

に
万

一

閃

絡

を
生

ず
る
こ

と

あ

る

も
主
吊
架

線
の
断

線

す
る

惧

な
き
こ

と



二
、

吊

架

線

と

電

車

線

と

の

中

間

に

腕

金

又

は

ビ

ー

ム

が

介

在

せ

ざ

る

為

め
、

吊

架

線

が

そ

の

支

持

碍

子

よ

り

離

脱

す

る

こ

と

あ

る

も

直

ち

に

接

地
、

短

絡

の

如

き

故

障

を

生

ぜ

ざ

る

こ

と

ホ
、

吊

架

線

断

線

の

場

合

に

衝

撃

の

波

及

頗

る

僅

少

な

る

こ

と

等

の

特

長

を

有

し

て

居

る
。

右

の

外

電

車

線

を

適

当

に

引

留

め
、

特

に

隧

道

、

曲

線

等

環

境

を

異

に

す

る

区

間

は
、

そ

の

部

分

毎

に

電

車

線

を

独

立

に

引

留

め
、

且

又

区

分

絶

縁

を

エ

ー

ヤ

セ

ク

シ

ョ
ン

式

に

改

め

施

段

位

置

を

惰

行

区

間

に

移
設

し

た

こ

と

等

に

よ

り

電

車

線

損

耗

を

軽

減

す

る

に

努

め

た
。

電

柱

は

高

架

線

に

在

り

て

は

鉄

塔

を

使

用

し

普

通

は

ク

レ

オ

ソ

ー

ト

注

入

杉

柱

を

使

用

し

て

居

る
。

池

上

線

の

一

部

に

は

鉄

筋

混

凝

土

柱

を

使

用

し

、

ま

た

東

京

電

灯

会

社

の

送

電

線

路

の

施

設

し

あ

る

部

分

は
、

同

社

の

ガ

ン

ツ

リ

ー

鉄

塔

を

利

用

し

て

居

る
。

二
、

軌

道

線

の

部

当

社

の

軌

道

線

は

旧

玉

川

電

気

鉄

道

線

で

あ

る

が
、

こ

の

電

車

線

路

は

架

空

単

線

式

及

架

空

複

線

式

の
二

種

に

分

れ
、

孰

れ

も

直

接

吊

架

式

で

あ

る
。

玉

川

線

開

通

の

当

初

は

架

空

単

線

式

で

あ

っ

た

が
、

町

営

水

道

の

建

設

そ

の

他

地

中

埋

設

物

の

増

加

に

よ

り
、

大

正

九

年

以

降

一

部
、架

空

複

線

式

に

変

更

し

た
。

と

こ

ろ

が

こ

の

単
、

複

線

両

式

混

用

に

は

電

気

的

障

碍

あ

る

を

認

め

た

か

ら

帰

線

電

圧

降

下

を

低

下

す

る

施

設

の

一

つ

と

し

て

、

二

子

に

変

電

所

を

新

設

す

る

こ

と

と

し

、

不

日

そ

の

完

成

を

待

っ

て

全

線

を

再

び

単

線

式

と

す

る

予

定

で

あ

る
。

吊

架

法

は



追
て

シ
ン
プ
ル
、

カ
テ

ナ
リ

ー
式

に
変

更

す
る

こ
と

に

な
っ

て

居

る
。

電

柱

は
殆

ん
ど

木

柱

を
使
用
し

側
柱

ス

パ

ン
式

の
構

造
で

あ

る
。

四
、

帰

線

路

軌

道
継
目

の
電
気

抵
抗

を
減

ず

る
施

設
は
、

継
目

を
瓦
斯

熔
接
、

テ

ル
ミ
ツ

ト
熔

接

を
施
し

た

る
部

分

を
除

き
、

大
部
分

ボ
ン
ド
を

使
用
し

て
居

る
。

而
し
て

ボ

ン
ド
は

リ

ボ

ン
型
、

撚

線
型
、

各
種

銅

材

を
、

圧

縮
端
子

法
若
く

は
電

孤
熔

接
法

で

取
付
け
て

あ

る
。

電
孤
熔

接

法

は
、

昭

和
五

年
、

数

種

の
形

態
に
つ

き
、

車

庫
線
に

試
用

し
、

軌
条

の
重

量
変
更

と
同

時
に
、

本

格
的

に
U

字
型

鉄
端
子

ボ

ン
ド

を
、

本

線
に

採
用
し
、

継
目

毎
に

リ

ボ

ン
ボ

ン
ド
と
二

重

に
組

合
せ

る
こ

と
に
し

た
。

そ
の

後
、

本

線
路

に
対
し

て

は
、

昭

和
十
二

年
以

降
圧

縮
端

子

を
使
用

し

た

が
、

近
時
熔

接
端
子

を
併
用
し

て
居

る
。

電

気

信
号
に

は

軌
道
回

路

を
使
用

し
て

居

る

為

め
、

必
要

な

イ

ン
ピ
ー

ダ

ン
ス

ボ
ン
ド
の
容

量

は
、

饋
電
量

の

増
加

と
共

に
、

一

部

施
設

の

取
換

に
よ
り
、

現
在
、

そ
の
軌

条
当

り
容

量

は
、

二

五

〇
、

五

〇
〇

及

び
一
、〇
〇
〇

ア

ン
ペ
ア

の
三

種
に

な
っ

て
居

る
。

帰

線

は
、

全

線

を
通
じ
数

ヶ

所
に

架

空

施
設
し

あ

る
に
過

ぎ
す
、

主
と

し
て

補
助
帰

線
で
あ

る
。

第

二

節

通

信

線

路



一
、
事
業
用
電
話

運
転
保
安
其
他
連
絡
用
通
信
設
備
は
、
通
信
線
に
並
列
に
電
話
機
を
接
続
し
た
も
の
で
、
開
業
以
来
回
線
及
電

話
機
を
順
次
増
設
し
た
が
、
方
式
に
は
変
更
が
な
い
。

逐
年
、
電
車
運
転
が
輻
輳
し
来
る
に
及
び
、
通
信
施
設
の
確
保
愈
必
要
と
な
り
、
昭
和
七
年
、
遂
に
左
の
如
き

改
良
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
。

一
、

小
型

デ

ル

ビ
ル
電

話
機

を
大
型

に

取
換
へ

た

こ
と

斯

く
て
、

回

線
当

り
接

続
電

話
機
数

が
増

加
し

て

も
、

通
話

並
呼

出
感

度

が
下

ら

ぬ
様
に
し

た
。

二
、

架

空
通

信

線

を
、

五

粍
鉄

線
に
張

替
へ
、

尚

ケ
ー

ブ

ル
線
を
併
用

し

た
こ

と

斯

く
て
、

線
路

を
強

化
し
、

混

触

を
予

防
し

た
。

三
、

十
二
号

保

安
器

を
水

銀
避
雷

器

と
取
換

へ

た
こ

と

斯

く
て
、

線
路

の
電
気

的

障
害

防
止
確

度

を
高

め
た
。

四
、

撚
架

若

く
は

撚
回

を

改
修
し

た
こ

と

斯

く
て
、

誘

導
障

害

並
漏

話
の
防

止
に

努

め
た
。

五
、

交
換

機

を
新
設

若
く

は

増
設
し

た
こ

と

斯
く
て
、

回

線
能
率

の
向

上
と

通

話
の
円

滑
を
図
っ

た
。

更

に

交
換

所
の
分

散
、

系

統

別
回

線
整

理
及

回

線

の

増
設
等

に
つ

き

計
画

中

で
あ

る
。



二
、

電

気

信

号

鉄

道

線
の
電

気

信
号

は

総
て

現
在

連
続
軌

道
回

路

を
使
用

し
、

色

灯
式

自
動

若

く

は

半
自

動

の

信
号

機

を
備
へ

て

居

る
。

目

蒲

線

開
通
当

時
は
、

恰
も
本

邦
に

於
け
る

運
転

保
安

設
備

改

良

の
過
度

期

と

も
云

ふ

べ
く
、

大

正

十
二

年
、

建

設

線
に

採
用

し

た

方
式

は
、

短
区

間

絶
縁

軌
条
式

自

動
指
示

色

灯
閉

塞

信
号

機
で
、

機

能

と
し
て

は

幼

稚

な
も

の
で
あ
っ

た
。
停
車

場
保

安
設

備
は

是

れ
亦
、
簡
易

な
第
二

種
電

気

聯

動
で
、

施
設

数

僅
か

に
四

に
過

ぎ
な
か
っ

た
。

大
正

十
三

年
、

東
京
工

業
大

学

の
開
設

あ
り
、

旁

沿

線
開

発

の
顕

著

な
る

も
の

あ
り
て
、

増

発
運

転

に
対

す
る

保

安
度

向
上

の

必
要

上
、

改
良

せ

ら
れ
た

の

が
現
在

使
用

中

の
自

動
閉

塞

信
号

施

設

の
始

め
で

あ
る
。

大
正

十

五

年
、

先

づ
目

黒
駅

保

安
設

備

を
、

第
一

種
電
気

機

聯
動

に
改

め
、

昭

和
四

年
、

更

に

之

を
第

二

種
電

気

聯

動

に
改

め
て

電
気

転
轍

機

を
使
用
し

た

が
、

之
等

は

各
種
型

式

を
当

社

線
に

採
用

し

た

濫
觴
で

あ

る
。

爾

来
、

逐

年

沿

線

が
開
発

せ
ら

れ
、

運

転
回
数

激

増

す
る

に
及

ん
で
、

順

次

施
設

の
増

設
及

改
良

を

行
ひ
今

日

に
至
っ

た
。

施
設

概
要

は
現

状
、

第
四

表

の
通

り
で

あ
る
。

尚
、

昭

和
七

年
、

高
島
町

桜

木
町

間
一

粁
三

分

の
単
線

区

間

に
、

遠
隔

制

御
式

電
気

聯

動
の
設

置
を

な
し
、

ま

た

昭
和

九
年
に

は
、

車

横

線
渋
谷

駅

に
、

継
電

聯
動

を
創
設
し
、

爾

後
各
所

に
採

用
し

て
居

る
。

軌

道
線

に
は
電

気

信
号

と
し

て

は
見

る

べ
き

も
の

な
く
、

保
安
装
置

と
し

て

渋
谷

駅

に

僅
に
継

電
式
第
一

種
聯

動

装
置

を
設

備
せ

る
位
で

あ

る
。



第

一

表

送

電

線

路

改

廃

経

過

一

覧

（

昭
和
十
七
年
三
月
三
十

一
日
現

在

）



第

二

表

饋

電

線

設

備

一

覧

（
昭和十七年三
月三十一
日現在）



第

三

表

電

気

方

式

別

電

車

線

路

（

昭
和
十
七
年
三
月
三
十

一
日
現
在

）



第

四

表

保

安

設

備

一

覧

表

（

昭

和
十

七
年
三

月
三
十
一
日

現
在
）



第
三

節

発

電

及

変

電

設

備

一
、
発

電

所

当
社
の
系
統
に
於
て
自
家
発
電
所
を
有
し
て
ゐ
た
の
は
旧
玉
川
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
み
で
あ
る
。
然
し
こ
れ

と
て
も
短
時
日
使
用
し
た
る
の
み
で
他
よ
り
水
力
電
気
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

即
ち
回
社
に
あ
っ
て
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
二
日
付
を
以
て
、
電
気
鉄
道
事
業
の
経
営
許
可
を
、
翌
年

十
月
二
十
五
日
付
を
以
て
、
火
力
発
電
用
汽
缶
汽
機
設
置
許
可
を
逓
信
大
に
よ
り
得
、
そ
の
使
用
認
可
を
明
治
四

十
年
三
月
八
日
付
で
得
た
。

発
電
所
位
置
は
現
在
の
大
橋
修
車
工
場
構
内
に
在
り
、
現
在
機
械
工
場
と
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
煉
瓦
建
は
当
時

の
建
物
の
遺
物
で
あ
る
。
発
電
所
設
備
の
大
要
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

汽

缶

ス
タ
ー
リ
ン
グ
水
管
式

二
二
五
馬

二

基

汽

機

ラ
ッ
セ
ル
複
筒
凝
縮
式

一
〇
〇
馬
力

二

基

発

電

機

直
流
複
巻
式

一
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト

ニ

基

直
流
電
圧
五
五
〇
ボ
ル
卜
、
廻
転
数
、
一
分
間
一
八
五
に
し
て
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ

レ
トク
ト
リ

ツ
ク
会
社
製

給

水
喞
筒

ウ
オ
シ
ン
ト
ン
会
社
製

二

基



温

水

器

煙

突

直
径
五
四
吋

一

基

一

基

尚
電
灯
電
力
業
の
兼
営
に
当
り
、
そ
の
専
用
と
し
て
明
治
四
十
一
年
三
月
十
九
日
付
を
以
て
七
五
馬
力
竪
型
蒸

汽
機
増
設
の
許
可
を
警
視
総
監
よ
り
得
た
。
当
時
の
供
給
区
域
は
目
黒
、
世
田
谷
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

更
に
電
灯
電
力
用
と
し
て
一
五
〇
馬
力
サ
ク
シ
ョ
ン
瓦
斯
機
関
及
発
電
所
の
使
用
認
可
を
、
明
治
四
十
四
年
十

月
七
日
付
を
以
て
逓
信
大
臣
よ
り
、
同
年
十
一
月
十
六
日
付
を
以
て
警
視
庁
監
よ
り
得
た
。

大
正
二
年
十
月
二
日
、
駒
沢
変
電
所
竣
工
し
、
富
士
瓦
斯
紡
績
株
式
会
社
よ
り
水
力
電
気
を
購
入
す
る
こ
と
と

な
り
た
る
を
以
て
、
同
年
十
一
月
一
日
発
電
所
の
使
用
を
廃
止
す
る
に
至
っ
た
。

二
、
変

電

設

備

変
電
設
備
に
関
し
現
在
の
状
態
を
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
非
常
時
に
於
て
機
密
に
触
る
る
点
甚
だ

多
き
を
以
て
遺
憾
な
が
ら
省
略
す
る
事
と
す
る
。

鉄

道

業

の

部

目
蒲
電
鉄
及
旧
東
横
電
鉄
線

目
黒
、
蒲
田
間
に
電
気
鉄
道
を
創
設
す
る
に
当
り
、
自
家
用
発
電
所
を
設
置
せ
ず
、
他
よ
り
水
力
電
気
を
購
入

し
自
ら
変
電
所
を
設
け
て
之
を
直
流
電
気
に
変
成
し
、
電
車
運
転
に
使
用
す
る
方
針
を
採
っ
た
。
然
も
そ
の
変
成

機
械
は
国
産
品
を
採
用
し
今
日
に
及
ん
で
居
る
。



第
一

期
工

事
た

る
目

黒
、

丸
子

多

摩
川
間

に
対

し
、

洗

足
駅

附
近

に

千
束
変
電

所

を
設
置

し
、

二
〇

〇

キ

ロ
ワ

ッ

ト
電

動
発

電
機
二

基
を

据
付

け
、

そ
の
電
力

は
富

士
電

力

株
式
会

社
の
駒
沢

変
電

所

よ
り
架

空

送
電

線
路

を

施

設

し
、

三
、〇
〇

〇

ボ
ル
ト
を
以
て

受

電
し

た
。

是
れ

我

社
に

於
て

最

初
に

設
置

せ
る
変

電
所

に
し
て

そ
の
使
用

開

始
は
実

に

大
正
十

二

年
三

月

九
日

で
あ
っ

た
。

次
で

丸
子

多

摩
川
、

蒲
田

間

の

開
通

を
見

る
に
及

び
、

大
正

十
三

年
三

月
上

記
と
同

様

な
る
機

械
一

基

を
増
設
し
、

更

に
同

十
四

年
二

月
、

五

○

○

キ

ロ
ワ

ッ

ト
回

転
変
流

機
一

基

を

増
設
し

た
。

爾

来
目

蒲

線

に
於
て

も
、

東

横

線
に

於
て

も
、

回
転
変

流

機

を
有

す
る
変
電

所

を
適
当

の
箇

所

に
設
置
し
、

之

が
電

力

は
東
京

電

力

株
式
会

社
及

び
東

京
電

灯
株

式
会

社
よ

り
供

給

を
受

け

た
。

越
え
て

昭

和
四

年
、

渋
谷

方
面

に

変
電

所
設

置

の

必
要

を

生
じ
た

る
に

依
り
、

中

目

黒
駅

附

近
高
架

線
下

に

之

を
設
け

水
銀
整

流
器

を
採
用

し

て
、

四

〇
〇

キ

ロ
ワ

ッ

ト
二
基

を
据
付

け
、

九

月
そ

の
使
用

を
開
始

し

た
。

当

時
東

京

附
近
に

於
て

は

此
種
機

械

の
国

産
品

を
使
用

す
る

も
の
皆

無
で

あ
っ

た

が
、

率
先
し
て

之

を
採
用

し
、

慎

重

な
る
試

運
転

を
行
ひ

た
る

後
、

使
用

せ
る

を
以

て
、

爾

後

昭
和
十
二
年
、一
、五
〇

〇

キ
ロ
ワ

ッ

ト
機

械
と
置

き
換

ふ

る
ま
で

そ
の
間
八

ヶ

年
、

電

車
運

転

を
開

始
に

支
障

を
及

ぼ
す

如
き
悪
質

の
故

障
を

惹
起

せ

ざ
り

し

は
、

蓋
し
国

産
水

銀
整
流

器

の
為

め
大

に
気

焔
を

あ
げ

た
も
の
と

云
ふ
可

き
で

あ

ら
う
。

爾

来
吾

社
に

在
り
て

は
、

都
市
人

家
稠
密

な
る
地
域

に

は
水

銀
整

流
器

を
採
用

し
、

出

来
得
る
限

り
回

転
変

流

機

の
変

電
所

と

交
互

に

配
置

す

る
に
努

め
た

も

の
で

あ

る
。



旧

池

上

電

鉄

線

旧
池
上

電
気

鉄

道
に
在

り
て

は
、

第
一

期
工

事

と
し
て
、

嶺
駅

構

内

に
嶺

変

電
所

を

設
置

し
、

一

〇
〇

キ
ロ

ワ

ッ

卜
電
動
発

電

機
一

幕

を
据
付

け
、

大
正

十
一

年

九
月

そ

の
使
用

を

開
始

し
、

第
二

期
工

事
と

し
て

三

〇

〇

キ

ロ

ワ
ッ

ト
電
動

発

電
機
一

基
を

増
設
し
、

大

正

十
三

午
二

月

そ
の
使

用

を
開
始

し
た
。

そ
の

後
沿

線
の
開
発

に

伴

ひ
、

乗

客
輸

送
の

増
加
に

備
ふ

る
為

め
、

変

電
所

の
拡
張

を

必
要

と

す

る
に

至
っ

た
。

是
よ

り
先
き

東

京
電

灯

株
式
会

社

は
、

直
流
配

電
用

蓄
電

池

の
充

電
に
使

用

す

る
為

め
、

水

銀
整

流
器

多
数

を
瑞

西

国

ブ
ラ

ウ

ン
・

ボ

ベ
リ
ー
会
社

に

注

文
し
て

置

い
た
と
こ

ろ
、

偶

々

彼
の
関

東

大
震

災

に
遭

遇

し
、

機

械
到

着

の
際
は

既

に
直

流
配

電

を
廃

止

す
る

の
議

が
決
し
て

居

た

の
で
、

是

等

の
機
械

は
倉
庫

に

貯
蔵

せ
ら

る
る

の
運

命

に
際
会
し

た
。

茲

に
是

等
死
蔵

機

械
流

用

の
一

手
段

と

し
て

池

上

線
に

採

用
す

る

こ
と
に

決
し

、

二
四

〇

ボ

ル
ト

用

を
五

五

○

ボ
ル

卜
用

に

改
造
し
て

昭
和
二

年
八

月

始

め
て

之
を

使
用
し

、

そ

の
後

も
続

々
使
用

し

て
今

日

に
及

ん

で

ゐ
る
。

従
て

今

日
に

於
て

前

述
の
電

動
発
電

機
二

基
は

撤

去
し
て

し

ま
っ

た
。

斯

く
て

旧

池
上

線
に

於
け

る

変

電

所
の

特

長
は
、悉
く

水

銀
整
流

器

を
使
用

し

故

障

の

極
め
て

少

な

い
こ
と
で

あ
る
。

軌

道

業

の

部

旧

玉

川

電

鉄

線

旧

玉
川

電

鉄
に

在
て

は
明

治

四

十
年
三
月
、

電
気

鉄

道
事

業
開

始
に

当

り
、

火
力

発

電
所

を
設

け
て

直

流
発

電

を

な
し

た

る

を
以

て
、

変

電

設
備

を
設

く

る
の

必
要

は
な

か
っ

た
。

然

る
に
そ

の
後

水

力
電
気

を
購
入

す

る
こ

と



の
有

利

な
る

を
認

め
、

富

士
瓦
斯

紡
績

株
式

会

社
よ
り

供
給

を
受
く

る

に
至
り
、

同

社

の
駒
沢

変
電

所
構

内
に

送

電

用
変

電
所

を
設

置
し
、

二

五
〇

キ
ロ
ワ

ッ

ト
電

動
発

電
機
二

基

を
据
付
け
、

大

正
二

年
十

月

そ
の
使
用

を
開
始

し

た
。

爾

後

の
変

電

所

拡
張

に

は
、

悉
く

回
転

変
流

機

を
使
用
し

上

記

の
電
動
発

電

機
二

基
は

撤

去
し
て

し

ま
っ
た
。

変
電

設
備

に
対

す
る
概

説

以

上

述

べ
た

る

と

こ

ろ

に

よ

り

興

味

あ

る

こ

と

は
、
孰

れ

の

線

に

在

り

て

も
、
最

初

は
電

動

発

電

機

を

採
用

し

た

点

で

あ

る
。

そ

の

理

由

は

五

〇

サ

イ

ク
ル

又

は

六
〇

サ

イ

ク

ル
回

路

に

使

用

す

る

回

転

変

流

機

を

製

作

す

る

こ

と

が
我

国

に

於

て

は

完

全

に

発

達

し

て

ゐ

な

い

と

考

へ

た

か

ら

で

あ

ら

う
。

大

正

五
、

六

年

頃

に

は

国

産

回

転

変

流

機

を

使

用

し

た

事

業

家

も
あ

っ

た

が
、

実

際

安

心

し

て

使

用

し

得

る

や

う

に

な
っ

た

の

は
、

関

東

大

震

災

後

で
目

蒲

線

に
於

て

は

大

正

十

四

年

で

あ

る
。

池

上

線

に

在

っ

て

は
、

昭

和

二

年

に

水

銀

整

流

器

を

採

用

し

て

居

る

が
、

之

れ

は

瑞

西

国

製
で

あ

つ

て

東

横

線

が

昭

和
四

年

に
国

産

水

銀
整

流

器

を

採

用

し

た

こ

と

は
、

郊

外

電

鉄

用

と

し

て

国

産
品

を

使
用

し

た

早

い
方
で

あ

る

と

云

へ

よ

う
。



第
四

節

車

輛

一
、

車

輛

概

況

大

正
十
二

年
三

月
営

業
開

始
当

時

の
目

蒲
電

鉄

の
使
用

車

輛

は
定

員
六

十
四

人

の
木

造

ボ
ギ
ー
電

動
客
車

（
現

在
の

モ

ハ
一

型

電
動

客
車
）

で

五

輛
あ
っ

た

が
同

年
更

に
同

型

の
も
の
五

輛
を
新

造
し
、

尚

ほ

鉄
道

省
よ

り
定

員

九
十
二

人

の
木

造

ボ
ギ
ー
電
動

客
車

二

十
二

輛

の
払
下

げ
を
受

け
六

輛

だ
け

は
阪

神

急
行
電

鉄

に
譲
渡

し
た
。

大

正

十
五

年
二

月

東
横

電
鉄

の
営

業
開
始

に
当

り
、

モ

ハ
一

〇

〇
型

半
鋼

製

ボ
ギ
ー
電

動
客

車
五

輛

を
新

造
し

爾

来
目

蒲

電
鉄

と
合

併
す

る
に

至

る

迄
、

両

社

の
車

輛
は
互

に
融
通

使
用

し

た

（
融

通
の

場
合

は
監

督
官

庁
の
認

可

を

得
る

こ
と

に

な
っ
て

ゐ
る
）。

其

後
に

於
け

る
車

輛

の
新

造

の
状
況

は

次
の

如
く

で
あ

る
。

一
、

大
正

十
五

年
七

月

モ

ハ
一

〇

〇
型

電

動
客

車

七
輛

（
目

黒
蒲
田

電

鉄
）

一
、

昭
和
二

年
三

月

ク
ハ
一
型

制

御
客

車
五

輛

（
目

黒
蒲
田

電

鉄
）

モ
ハ
三
〇

〇

型
電

動

客
車
五

輛

（
目

黒

蒲
田

電
鉄
）

一
、

昭

和
三

年

十
一

月

モ
ハ

五

〇
〇
型

電

動

客
車
五

輛

（
目

黒
蒲
田

電

鉄
）



一
、

昭
和
六

年

十
二

月

モ
ハ
五
一

〇
型

電

動
客

車
五

輛

（
目

黒
蒲
田

電
鉄

二

輛
、

東

京

横
浜

電

鉄
三

輛
）

一
、

昭
和
七

年
七

月

モ
ハ
五
一

〇
型

電
動

客

車
五

輛

（
東

京
横
浜
電

鉄
）

一
、

昭

和
九
年
五

月

モ
ハ
五
一

〇
型
電

動

客
車
八

輛

（
東

京
横
浜
電

鉄
）

一
、

昭

和
十

年
四

月

モ

ハ
五

一

〇
型

電
動

客
車

十
一

輛

（
目

黒

蒲
田

電
鉄
）

一
、

昭

和
十

年
七
月

モ

ハ一
五
一

〇

型
電

動
客

車

九
輛

（
目
黒

蒲
田

電

鉄
）

一
、

昭
和
十
一

年
三

月

モ
ハ
五
一

〇

型
電

動
客

車

十
二

輛

（
目
黒

蒲
田
電

鉄

十
輛
、

東
京

横
浜

電
鉄
二

輛
）

一
、

昭

和
十
一

年
五

月

モ

ハ
一

型

ガ
ソ
リ

ン
客

車
八

輛

一
、

昭

和
十
四

年
五

月

モ

ハ
一

〇

〇
〇
型

電

動
客

車
二
十
二

輛

（
東
京

横
浜

電

鉄
）

他
会

社
へ

譲
渡

し
た

る
車

輛
は

次
の

通
り
で

あ
る
。

一
、

大

正
十
五

年
二

月

阪

神
急

行
電
鉄

六

輛



一
、

昭

和
二

年
五

月

福

武

鉄

道

二

輛

一
、

昭

和
二

年
十
月

駿

豆

鉄

道

四

輛

一
、

昭

和
四

年
十

月

駿

豆

鉄

道

三

輛

一
、

昭
和
四

年

十
月

芝

浦

製

作

所

一

輛

一
、

昭
和
五

年
三

月

芝

浦

製

作

所

一

輛

以

上
は

総
て

鉄

道
省

よ
り

払
下

げ
を
受

け
た

木

造

ボ
ギ
ー
電
動

客
車

で

あ
る
。

一
、

昭

和
十
三

年
十
二

月

神

中

鉄

道

キ
ハ
一

型

二

輛

一
、

昭

和
十
四

年
三

月

五

日

市

鉄

道

キ
ハ
一

型

二

輛

一
、

昭
和
十
四

年

七

月

神

中

鉄

道

キ
ハ
一
型

一

輛

一
、

昭
和
十
四

年
十
一

月

神

中

鉄

道

キ
ハ
一

型

一

輛

一
、

昭
和
十
五

年
九
月

神

中

鉄

道

キ
ハ
一

型

二

輛

昭
和

九
年
十

月
旧

池

上
電

鉄

を
合

併
し

た
る

際

の
同

社
所
有

車

輛
数
は

次
の
通

り
で

あ

る
。

一
、

モ
ハ

一

五

型

木

造

ボ

ギ
ー
電

動
客

車

四

輛

一
、

モ
ハ

三

〇
型

木
造

ボ

ギ
ー
電

動
客

車

十

輛

一
、

モ

ハ
一

二

〇
型

半
鋼

製

ボ

ギ
ー
電

動
客

車

五

輛

一
、

モ

ハ
一

三

〇
型

半
鋼

製

ボ
ギ
ー
電

動
客

車

三

輛



合
併

後
他
会

社
へ

譲

渡
し

た

る
車
輛

は

次
の
通

り
で

あ

る
。

一
、

昭

和

十

年

越

中

鉄

道

モ
ハ
一
五

型

一

輛

一
、

昭

和

十

年

野
上

電

鉄

モ
ハ
一
五
型

一

輛

一
、

昭

和
十
三

年

江
ノ
島
電
鉄

モ
ハ
一
五

型

二

輛

昭

和
十
五

年
四

月
旧

玉
川

電
鉄

を

合
併
し

た

る
際

の
同

社
所

有
車

輛
は

次
の
通

り
で

あ

る
。

一
、

定

員
四

十

人

木
造

単
車

六

輛

一
、

定

員
七

十

人

木
造

ボ

ギ
ー
電

動
客

車

十
五

輛

一
、

定

員

九

十

人

木

造

ボ
ギ
ー
電

動

客
車

十
五

輛

一
、

定

員

九

十

人

半
鋼

製

ボ
ギ
ー
電

動

客

車

十

輛

一
、

定

員
八

十
八

人

半
鋼

製

ボ
ギ
ー
電

動

客
車

十
一

輛

一
、

電

動
貨

車

五

輛

一
、

附
随

貨
車

二

十
輛

合

併

後
廃

車
或

は
他

会

社
へ
譲

渡
し

た
る

車
輛

は

次
の
通

り
で

あ

る
。

一
、

昭

和
十
二

年
十

月

附
随

貨
車

廃

車

七

輛

一
、

昭

和
十
五

年
六

月

木

造

単
車

廃
車

四

輛

一
、

昭

和
十
六

年
十

月

新

京
交
通

譲
渡

二

輛

（
単

車
）



气

昭
和
十
六
年
十
月

新
京
交
逎
譲
渡

五

輛

（
電
動
貨
車
）

二
、

車
輛
の
主
な
る
改
逶
工

事

車

輛

に
就

き

主

な
る

改
造
工

事

を

年
度
別

に
列

記

す

れ

ば
次

の
通
り

で

あ

る
。

昭
和
四

年

度

モ

ハ
一

〇

〇
型

及

び
二

〇

〇
型
電

動

客
車

の
制
動

装
置

を

抱
合

式

ブ

レ
ー

キ
に

改

造
す
。

主
電

動

機
一

〇

〇

馬

力

の

も
の
二

十
四

個
を

新
造
し

て

モ
ハ
二

〇
〇
型

電
動

客

車

に
取

付

け
、

こ
れ

よ
り

外

し

た

る
七

十

五

馬
力

の

も
の

を

モ
ハ
一

○

○
型
電

動

客
車

に

取
付

け

モ

ハ
一

〇

〇
型

電
動

客

車
よ

り
外
し

た
る

電
動

機

は

モ

ハ
一

型

及
二

〇

型
電

動
客

車
に

取

付
け
旧

型

電

動
機

を
淘

汰
し

た
。

ク
ハ
一

型

制

御
車

を

モ
ハ
三

〇
〇

型
電

動

客

車
に

改
造

す
。

昭
和

六
年

度

モ
ハ
一
型

電

動

客
車

十

輛
の
制

御

装
置

を
総

括
式

制
御

器
に
、

又
制

動
装
置
S
M
3

型

を
S
M
E

型

に

改
造

す
。所

属

全
車

輛
に
積

算
電

力
計
及

電

熱
器

を
設
置

す
。

昭
和

十
一

年
度

旧

池

上
電

鉄

所
属

モ
ハ
三

〇
型
電

動

客
車

（
鉄

道
省

払
下

の

も
の
）

四

輛

を
半

鋼
製

附
随

客
車

に

改
造

す
。

昭

和
十
三

年

度

（ イ）（ ロ ）（ハ）（イ）（ ロ ）（ イ ）



（イ）

モ

ハ
二

〇
型

電
動

客

車
二

輛
及

モ
ハ
三

〇
型

電

動
客

車
三

輛
計
五

輛

（
鉄

道
省

払
下

の

も
の
）

を
半
鋼

製
電

動

客
車

に

改
造

す
。

昭

和
十
四

年

度

（イ）

モ
ハ
一
型

電

動
客

車

十
輛

を
除

き
三

十
六

輛
に

ド
ア

ー

エ

ン
ヂ

ン
の
設
備

を
終

る
。

昭

和
十

五
年

度

（イ）

玉
川

線
三

十
一

号

よ

り
三

十
五

号

の
電
動

客
車
五

輛
を

半
鋼

製
電

動

客
車

に

改
造
し

其
車
号

を

七
十
一

号
よ

り

七

十
五
号

に

変
更

す
。

（ロ）

モ

ハ
一
〇

〇

九
号
、

一

〇
一

〇

号

の
電
動

客
車
二

輛

に
日

立
製
作

所
製

多
段

式
制

御
器

を
使
用

す
。

昭

和
十

六
年

度

モ

ハ
二
〇

型
電

動
客

車
三

輛
三

〇
型
電

動

客
車
三

輛

計

六
輛

を
半

鋼

製
電

動
客

車
に

改
造

す
。

こ

の
工

事
に

て

鉄

道
省

よ
り

払
下

げ
た
る

木

造
車

は
全
部

半
鋼

製

の

も
の
と

な
っ

た
。

三
、

現
在

の
車

輛

昭
和
十

六
年
五

月
三

十
一

日
現

在

の
在

籍
車

輛
を

地
方
鉄

道
及

軌
道

線

別

に
表

記
す

れ

ば
第
一

表

並
に
第
二

表

の
通

り
で

車
輛

の
外
形

は

別
図

に
示

す
如

く

な
つ
て

ゐ
る
。



第一表 車 輛 一 覧 表 （地方鉄道線）



第二表 車 輛 一 覧 表 （軌 道 線）



モハ1 型

モハ100 型



モハ120 型

モハ130 型

モハ150 型



モハ200 型

モハ300型



モハ500 型

モハ510 型

モハ520 型

モハ530 型



モハ1000 型
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